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論

説

代
理
に
お
け
る
顕
名
の
意
義

―
民
法

一
〇
〇
条
本
文
を
手
が
か
り
に
―

第

一
章

は
じ
め
に

第

一
節
　
課
題
の
設
定

第
二
節
　
問
題
意
識

第
二
章
　
民
法

一
〇
〇
条
本
文
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
議
論

第

一
節
　
民
法

一
〇
〇
条
の
起
草
時
の
議
論

第
二
節
　
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
に
関
す
る
わ
が
国
の
議
論

第
二
節
　
わ
が
国
の
議
論
の
小
括

第
二
章
　
ド
イ
ツ
法
の
議
論

第

一
節
　
ド
イ
ツ
法
の
規
定
の
概
観

野
々
上
　
敬
　
介
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第
二
節
　
顕
名
主
義
の
意
義

第

一
款
　
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
の
概
観

第
二
款
　
顕
名
主
義
の
意
義
に
関
す
る
見
解
の
対
立

一　
通
説
的
見
解

一
一　
通
説
的
見
解
に
対
す
る
批
判
説

〓
一　
検
討

（
一
）

関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
許
容
性

（
二
）

顕
名
主
義
の
意
義

第
二
節
　
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論

―
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
に
―
―

第

一
款
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
段
階
で
の
議
論

一　

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
の
経
緯

一
一　
起
草
過
程
の
議
論
の
小
括

第
二
款
　
学
説
の
議
論

一　
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解

（
一
）

錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
の
根
拠

（
二
）

取
消
権
者
が
誰
で
あ
る
か
に
関
す
る
議
論
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（ｉ
）
取
消
権
は
本
人
に
あ
る
と
す
る
見
解

〈五
）
取
消
権
は
代
理
人
に
あ
る
と
す
る
見
解

一一　
錯
誤
取
消
し
を
認
め
な
い
見
解

（
一
）

フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解

（
二
）

ラ
ー
レ
ン
ツ
／
ヴ
オ
ル
フ
の
見
解

〓
一　
検
討

（
一
）

取
消
権
者
に
関
す
る
議
論

（
二
）

錯
誤
取
消
し
の
可
否
に
関
す
る
議
論

第
四
章
　
日
本
法

へ
の
示
唆

第

¨
章
　
は
じ
め
に

第

一
節
　
課
題
の
設
定

民
法
九
九
条

一
項
に
よ
れ
ば
、
代
理
人
が
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
意
思
表
示
を
し
た
と
き
に

は
、
そ
の
意
思
表
示
の
効
果
は
直
接
に
本
人
に
生
じ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
代
理
人
の
意
思
表
示
の
効
果
が
本
人
に
直
接
に
帰
属
す
る
た

め
の
要
件
は
、
代
理
人
が
そ
の
意
思
表
示
に
対
応
し
た
代
理
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
、
意
思
表
示
の
際
に
頭
名
が
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
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本
稿
の
課
題
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
定
の
趣
旨
の
考
察
を
通
し
て
、
代
理
に
お
け
る
関
係
当
事
者
の
法
律
関
係
の
形
成
に
お
い

て
、
顕
名
が
有
す
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
節
　
問
題
意
識

こ
の
課
題
設
定
の
背
景
に
あ
る
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
述
べ
て
お
き
た
い
。

代
理
に
お
い
て
、
代
理
行
為
の
相
手
方
と
の
間
で
現
実
に
意
思
表
示
を
す
る
の
は
代
理
人
で
あ
っ
て
、
意
思
表
示
を
す
る
か
ど
う
か
、

す
る
と
し
て
そ
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
、
そ
し
て
そ
の
際
に
頭
名
す
る
か
ど
う
か
を
決
す
る
の
は
、
そ
れ
が
本
人
に
対
す
る

内
部
的
義
務
違
反
に
な
る
こ
と
は
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
第

一
次
的
に
は
代
理
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
第

一
次
的
に

は
代
理
人
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
頭
名
に
つ
い
て
は
、
代
理
人
の
意
思
の
自
由
が
制
約
さ
れ
う
る
こ
と
を
認
め

る
特
別
の
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
定
で
あ
る
。

民
法

一
〇
〇
条
本
文
は
、
代
理
人
が
本
人
に
法
律
効
果
を
直
接
に
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
示
さ
な
い
で
し
た
意
思
表
示
は
、
代
理
人
自
身

に
法
律
効
果
を
生
ず
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
代
理
人
の
し
た
意
思
表
示
は
、
頭
名
が
な
け
れ
ば
代
理
人
自
身
に
効
果

帰
属
し
、
本
人

へ
の
直
接
の
効
果
帰
属
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
意
義
は
、
こ
の
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
民
法

一
〇
〇
条
本
文
は
さ
ら
に
、
顕
名
が
な
い
場
合
に
は

そ
の
意
思
表
示
の
効
果
は
代
理
人
自
身
に
生
じ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
を
も
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
己
に
法
律
効
果
を
帰
属
さ
せ
る

意
思
が
代
理
人
に
な
か
っ
た
場
合
、
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
一
般
規
定
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
意
思
表
示
が
錯
誤
に
基
づ
い
て
無
効
と

―- 66 -―



代理における顕名の意義 ―民法 100条本文を手がかりに一

さ
れ
る
可
能
性
が
本
来
は
あ
り
う
る
と
こ
ろ
、
こ
の
可
能
性
を
封
ず
る
点
に
そ
の
眼
目
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
趣
旨
は
、

一
般
に
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
の
必
要
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
律
を
、
代
理
行
為
の
相
手
方
か
ら
み
る
と
、
意
思
表
示
法
の
一
般
的
規
律
で
認
め
ら
れ
て
い
る
以
上
の
保
護

を
相
手
方
が
享
受
し
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
他
方
で
、
代
理
人
の
側
か
ら
み
る
と
、
こ
の
規
律
の
存
在
は
、
代
理
人
が
自
ら
の
意
思
表

示
の
効
果
を
自
己
に
帰
属
さ
せ
る
意
思
を
も
っ
て
い
た
と
評
価
さ
れ
る
振
舞
い
を
そ
の
意
思
表
示
の
時
点
で
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
代

理
人
が
実
際
に
は
代
理
意
思
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
思
は
顧
慮
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
代
理
人
の
意
思
の
自
由
は
、

表
示
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
た
内
容
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
律
が
充
分
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
か
に
は
、
疑
間
の
余
地

が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
錯
誤
の
規
律
は
、
錯
誤
者
の
側
を

一
方
的
に
保
護
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
錯
誤
に
陥

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
錯
誤
者
に
重
過
失
が
あ
れ
ば
錯
誤
者
の
側
は
錯
誤
無
効
の
主
張
が
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
で
、
錯
誤

無
効
の
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
錯
誤
者
に
重
過
失
が
な
く
意
思
表
示
の
錯
誤
無
効
が
認
め
ら
れ

る
場
合
で
も
、
錯
誤
者
は
、
相
手
方
が
そ
の
意
思
表
示
の
有
効
性
を
信
じ
た
こ
と
に
よ
り
被

っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お

そ
れ
も
あ
花
。
こ
の
よ
う
に
、
錯
誤
の
規
律
は
、
す
で
に
相
手
方
の
保
護
に
も

一
定
の
配
慮
を
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
代
理
の
場
合
に
だ
け
錯
誤
の
規
律
を
超
え
た
保
護
を
代
理
行
為
の
相
手
方
に
与
え
る
こ
と
が
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保

護
を
理
由
に
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
分
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
か
に
は
、
疑
間
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
と
し
て
も
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
を
前
提
と
す
る
限
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
代
理
行
為

の
錯
誤
無
効
の
可
能
性
が
封
じ
ら
れ
る
点
に
異
論
を
差
し
挟
む
こ
と
は
難
し
い
。
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そ
こ
で
、
本
稿
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
律
を
前
提
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
、
代
理
に
お
け
る
関
係
当
事
者
の

法
律
関
係
の
形
成
に
お
い
て
頭
名
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
が
、
顕
名
さ
れ
た
と
評
価

さ
れ
る
態
様
で
意
思
表
示
を
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
意
思
表
示
の
効
果
を
本
人
に
直
接
に
帰
属
さ
せ
る
意
思

（代
理
意
思
）
を
有
し
な

か
っ
た
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
法
の
規
定
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
が
規
定
し
て
い
る
場
合
と
ち
ょ
う

ど
逆
の
場
合
で
あ
る
。
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
律
の
趣
旨
が
、
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
の
み
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
趣
旨
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
と
逆
の
場
合
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
こ

の
場
合
に
も
、
代
理
人
の
意
思
の
自
由
が
、
そ
の
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
制
約
さ
れ
う
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
代
理
人
の
私
的
自
治
が

制
約
さ
れ
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
三
当
事
者
が
登
場
す
る
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
、
関
係
当

事
者
の
私
的
自
治
が
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
か
、
制
約
を
受
け
う
る
と
し
て
そ
の
根
拠
は
何
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
二
当
事

者
間
で
の
法
律
関
係
の
形
成
の
場
面
と
同
様
に
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の

研
究
は
、
わ
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
、
顕
名
は
さ
れ
た
が
代
理
人
に
代
理
意
思
が
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
を
取
り
上
げ
、
民
法

一
〇
〇

条
本
文
の
趣
旨
や
顕
名
要
作
の
意
義
を
改
め
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
が
こ
の
場
合
に
も
妥
当
し
う
る
の
か

ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
、
関
係
当
事
者
の
意
思
の
自
由
は
ど
こ

ま
で
尊
重
さ
れ
る
の
か
、
意
思
の
自
由
の
制
約
が
あ
り
う
る
と
し
て
そ
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の

課
題
で
あ
る
。
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（１
）
後
述
す
る
よ
う
に

（本
稿
第
二
章
第

一
節
）、
法
典
調
査
会
で
す
で
に
こ
の
よ
う
な
理
解
が
起
草
者
よ
り
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、
岡
松
参
太
郎

『註

釈
民
法
理
由

上
巻
総
則
編

〔訂
正

一
二
版
ピ

（有
斐
閣
、　
一
八
九
九
年
）
三
二
五
頁
、
鳩
山
秀
夫

『法
律
行
為
乃
至
時
効
』
（厳
松
堂
書
店
、　
一
九

一
一
年
）

二
六
七
頁
、
於
保
不
二
雄
編

『注
釈
民
法

（４
と

（有
斐
閣
、　
一
九
六
七
年
）
三
三
頁

〔演
上
則
雄
〕、
石
田
穣

『民
法
総
則
』
（悠
々
社
、　
一
九
九
二
年
）

四
〇
四
頁
、
川
井
健

『民
法
概
論
１

（民
法
総
則
）
〔第
四
版
ご

（有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
二
一
一
頁
、
四
宮
和
夫
＝
能
見
善
久

『民
法
総
則

〔第
八
版
ご

（弘
文
堂
、
二
〇

一
〇
年
）
三

一
四
頁
、
山
本
敬
三

『民
法
講
義
Ｉ
総
則

〔第
二
版
ど

（有
斐
閣
、
二
〇

一
一
年
）
二
五
四
頁
。
ま
た
、
我
妻
栄

『新
訂
民

法
総
則

（民
法
講
義
Ｉ
Ｌ

（岩
波
書
店
、　
一
九
六
五
年
）
三
四
八
頁
は
、
「取
引
の
安
全
」
の
保
護
を
理
由
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
於
保
編

・
前
掲
三
三
頁

〔濱
上
〕
は
、
こ
れ
を
自
ら
と
同
旨
の
見
解
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（２
）
過
失
が
あ
る
錯
誤
者
は
、
不
法
行
為
な
い
し
契
約
締
結
上
の
過
失
に
基
づ
く
責
任
と
し
て
、
相
手
方
に
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
す
る
見
解
が
近
時
で
は

有
力
で
あ
る
。
小
林

一
俊

「錯
誤
法
の
研
究

〔増
補
版
ご

（酒
井
書
店
、　
一
九
九
七
年
）
二
〇
二
頁

（初
出
、　
一
九
七
三
年
）、
幾
代
通

『民
法
総
則

〔第

二
版
】

（青
林
書
院
、　
一
九
八
四
年
）
二
七
五
頁
、
石
田
喜
久
夫
編

『現
代
民
法
講
義
１

民
法
総
則
』
（法
律
文
化
社
、　
一
九
八
五
年
）

一
六
三
頁

〔磯
村

保
〕、
川
井

・
前
掲
注

（１
）

一
八

一
頁
、
四
宮
１
能
見

・
前
掲
注

（１
）
二
三

一
頁
な
ど
。
ま
た
、
代
理
権
授
与
表
示
に
民
法
九
五
条
の
類
推
可
能
性
を

認
め
た
上
で
、
代
理
権
授
与
表
示
の
錯
誤
無
効
を
主
張
す
る
本
人
に
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
本
人
は
代
理
行
為
の
相
手
方
に
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
べ
き

で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
久
間
毅

『代
理
取
引
の
保
護
法
理
」
（有
斐
閣
、
二
〇
〇

一
年
）

一
四
三
頁

（初
出
、　
一
九
九
八
年
）。
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第
二
章
　
民
法

一
〇
〇
条
本
文
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
議
論

第

一
節
　
民
法

一
〇
０
条
の
起
草
時
の
議
論

民
法

一
〇
〇
条
は
、
法
典
調
査
会
提
出
の
原
案
で
は
一
〇

一
条

（以
下
、
「草
案

一
〇

一
条
」
と
い
う
）
と
さ
れ
て
い
た
。
草
案

一
〇

一

条
の
内
容
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
正
を
受
け
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
民
法

一
〇
〇
条
本
文
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
民
法

一
〇
〇
条
た
だ
し
書
は
、
草
案

一
〇

一
条
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
民
法
整
理
会
の
修
正
で
追
加
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

草
案

一
〇

一
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
提
案
者
の
富
井
政
章
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ぉ
。
代
理
人
が
代
理
人
と
し
て

行
為
す
る
意
思
を
表
示
し
な
い
が
、
自
己
の
名
で
行
為
す
る
目
的
も
有
し
て
い
な
い
場
合
、
意
思
表
示
の
一
般
原
則
を
適
用
す
る
と
、
こ

の
意
思
表
示
は
何
ら
の
効
力
も
有
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
、
「実
際
ノ
需
要
二
叶
ハ
ナ
イ
」。
代
理
人
が
代
理

人
と
し
て
行
為
す
る
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
を
怠

っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
が
な
い
と
し
て
も
代
理
人
が
そ
の

意
思
表
示
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
「実
際
甚
ダ
必
要
ノ
コ
ト
」
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
本
条
は
、
顕
名
が
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
に
お
け
る
代
理
人
に
対
す
る
制
裁
で
あ
る
。
第
二
者
に
と
っ
て
は
、
代
理
人
が
自
己
の
た
め
に
し
た
も
の
と
み
る
の
が
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
の
に
第
二
者
に
対
し
て
代
理
人
が
何
の
責
も
負
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は

「実
際

二
甚
ダ
弊
害
ガ
」
あ

る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
草
案
に
対
し
て
は
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
ち
、
原
案
の
と
お
り
に
可
決
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
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議
論
の
過
程
に
お
い
て
、
「顕
名
が
な
い
場
合
に
は
、
代
理
人
の
真
意
が
ど
う
で
あ
れ
、
代
理
人
の
し
た
意
思
表
示
の
効
果
は
代
理
人
自
身

に
帰
属
し
、
代
理
人
側
は
こ
の
意
思
表
示
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
の
草
案
の
命
題
に
対
し
て
の
異
論
は
出
な

か
っ
た
。
こ
の
命
題
の
正
当
性
自
体
は
、
立
法
段
階
で
は
疑
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

立
法
段
階
の
議
論
に
つ
い
て
、
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
次
の
二
点
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第

一
に
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
保
護
の
観
点
か
ら
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
相
手
方
に
と
っ

て
は
、
顕
名
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
意
思
表
示
を
す
る
者
が
自
身
に
法
律
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
べ
く
行
為
し
て
い
る
と
み
る
の
が
当
然

で
あ
り
、
こ
の
信
頼
を
保
護
す
る
た
め
に
、
代
理
人
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
、
代
理
人
の
意
思
の
自
由
を
制
約
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
そ
し
て
、
民
法
制
定
後
の
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
理
解
を
引
き
継
ぎ
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
は
代
理
行
為
の
相
手
方

の
保
護
に
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
生
。

第
二
に
、
頭
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
が
な
い
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
立
法
の
過
程
に
お
い
て
ま
っ
た
く
議

論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
を
経
て
制
定
さ
れ
た
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
文
言
を
み
て
も
、
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意

思
が
な
い
と
い
う
場
合
に
も
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
起
草
者
の
念
頭
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

う
し
た
場
合
に
は
民
法

一
〇
〇
条
本
文
が
定
め
る
規
律
は
妥
当
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
錯
誤
無
効
の
主
張
が
認
め
ら
れ
う
る
こ
と
を
明
確
に

す
る
意
図
の
も
と
で
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
文
言
が
法
文
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
結
局
、
起
草
時
の
議
論
か
ら

は
、
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
こ
う
し
た
場
合
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に
つ
い
て
、
態
度
決
定
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

―- 71 -



法政研究18巻 3・ 4号 (2014年 )

（３
）
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録

一
巻
四
六
丁
裏
。

（４
）
草
案

一
〇

一
条
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
不
要
と
し
て
削
除
す
べ
し
と
い
う
意
見
が
法
典
調
査
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
理

由
は
、
本
条
が
定
め
よ
う
と
す
る
規
律
内
容
は
草
案

一
〇
〇
条

（現
行
民
法
九
九
条
）
に
現
れ
て
い
る
か
ら
本
条
は
不
要
で
あ
る

（法
典
調
査
会
民
法
議

事
速
記
録

一
巻
五
九
丁
裏

（村
田
保
発
言
し
、
あ
る
い
は
、
本
条
の
規
律
内
容
は
心
裡
留
保
の
規
定
で
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
か
ら
不
要
で
あ
る

（同
六
〇

丁
表

（菊
池
武
夫
発
言
）、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
草
案

一
〇

一
条
が
定
め
よ
う
と
す
る
規
律
内
容
そ
れ
自
体
に
対
す
る
批
判
で
は
な
か
っ
た
。

（５
）
前
掲
注

（１
）
を
参
照
。

第
二
節
　
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
に
関
す
る
わ
が
国
の
議
論

学
説
で
は
、
民
法
制
定
後
比
較
的
初
期
の
段
階
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
近
時
は
こ
の
点
を
取
り
立
て

て
論
じ
る
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
」
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
論
じ
る
学
説
は
お
お
む
ね
、
錯
誤
無
効
の
主
張
を
認
め
る
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
い
死
。
こ
こ
で
は
ヽ
そ
の
代
表
的

見
解
と
し
て
、
鳩
山
秀
夫
の
見
解
を
取
り
上
げ
ぉ
。

鳩
山
に
よ
れ
ば
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
者
に
代
理
意
思
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
行
為
者
自
身
に
法
律
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
意
思
が
あ
っ
た
と
推
断
さ
れ
る
べ
き
行
為
が
さ
れ
た
場
合
、
意
思
と
表
示
の
食
い
違
い

が
あ
る
た
め
、
民
法
九
二
条
な
い
し
民
法
九
五
条
の
適
用
可
能
性
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
こ

と
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
で
あ
る
第
二
者
の
利
益
を
保
護
す
る
に
は
足
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
、
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民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

次
に
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
代
理
意
思
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
理
意
思
が
あ
っ
た
と
推
断
さ
れ
る
べ
き

表
示
行
為
が
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
適
用
は
類
推
も
含
め
て
排
除
さ
れ
、
民
法
九
二
条
な
い
し
民
法
九
五
条

の
適
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
鳩
山
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。

第

一
に
、
文
言
の
解
釈
で
あ
る
。
民
法

一
〇
〇
条
本
文
は
、
そ
の
文
言
上
、
代
理
意
思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
表
示
し
な

か
っ
た
場
合
に
適
用
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
。
代
理
意
思
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
理
意
思
が
あ
っ
た
と
推
断
さ
れ
る
べ
き
表
示
行
為

が
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
適
用
は
な
い
、
と
す
る
。

第
二
に
、
理
論
的
な
説
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
意
思
を
効
果
意
思
の
一
部
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
表
示
に
対
応
す
る
意
思

が
な
い
場
合
に
は
民
法
九
二
条
な
い
し
民
法
九
五
条
に
従

っ
て
そ
の
効
力
を
判
断
す
る
こ
と
が
正
当
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理

意
思
の
場
合
に
限

っ
て
、
表
示
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
す
る
意
思
が
な
く
て
も
よ
い
と
す
る
理
由
に
は
乏
し
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
つ
つ
も
、
鳩
山
は
同
時
に
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
と
い
う
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
立
法
趣
旨
は
、
代
理
意
思

は
な
い
が
顕
名
は
さ
れ
た
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
二
点
の
理
由
か
ら
、
こ
の
場
合
に
民

法

一
〇
〇
条
本
文
の
適
用
は
な
く
、
類
推
適
用
も
で
き
な
い
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鳩
山
は
、
代
理
意
思
を
効
果
意
思
の
一
部
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
代
理
意
思
が
な
い
場
合
に
は
意
思
表
示
の
瑕
疵
に

関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、　
一
見
す
る
と
理
論
的
に
筋
が
通

っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
一
方
で
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
よ
う
な
代
理
意
思
は
あ
る
が
頭
名
は
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
定
に
よ
り
意
思
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表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
規
定
の
適
用
は
排
除
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
所
定
の
場
合
に
限

っ
て
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の

よ
う
な
特
則
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
が
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
代
理
行

為
の
相
手
方
の
保
護
が
こ
う
し
た
特
則
を
認
め
る
根
拠
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
と
い
う
場
合
に
つ
い

て
も
、
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
鳩
山
自
身
、
自
ら
が
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の

趣
旨
と
し
て
理
解
す
る
相
手
方
保
護
の
必
要
性
は
こ
の
場
合
に
も
妥
当
す
る
と
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
条
文
の

文
言
上
、
直
接
適
用
は
難
し
い
と
解
す
る
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
類
推
適
用
の
可
能
性
は
議
論
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
が
な
い
場
合
に
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
適
用
が
類
推
も
含
め
て
排
除
さ
れ
る
、
と
す
る

鳩
山
の
見
解
は
、
そ
の
論
拠
が
決
め
手
に
欠
け
て
お
り
、
異
論
の
余
地
が
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。

（６
）
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
近
時
の
多
く
の
教
科
書
・
体
系
書
が
代
理
意
思
に
つ
い
て
独
立
の
項
目
を
立
て
ず
顕
名
の
要
件
の
み
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
代
理

意
思
が
な
く
て
も
顕
名
の
外
観
が
あ
れ
ば
、
代
理
行
為
か
ら
生
ず
る
法
律
効
果

（お
よ
び
そ
の
利
益
　
不
利
益
）
が
本
人
に
帰
属
す
る
と
い
う
立
場
を
前

提
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
、
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る

（道
垣
内
弘
人

「行
為
―
帰
属
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
九
一
号
六
一
頁

（二
〇
〇
四

年
》
。
本
人
へ
の
法
律
効
果
の
帰
属
の
成
立
要
件
と
い
う
点
で
は
、
近
時
の
学
説
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
道
垣
内
の
理
解
は
正
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
上
で
、
本
稿
が
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、　
一
応
成
立
す
る
本
人
へ
の
効
果
帰
属
が
、
代
理
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
否
定
さ

れ
う
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

（７
）
近
藤
英
吉

「注
釈
日
本
民
法

〔総
則
篇
ど

（厳
松
堂
書
店
、　
一
九
三
二
年
）
三
七
九
頁
、
林
脇
ト
ン
子

「代
理
意
思
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
三
四
巻
四
号
六

頁
お
よ
び
二
五
頁

（
一
九
六

一
年
）。
近
藤
は
、
わ
が
国
の
民
法
が
こ
の
場
合
に
つ
い
て
と
く
に
表
示
主
義
を
採
用
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
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と
す
る
。
林
脇
が
、
錯
誤
無
効
の
主
張
が
可
能
で
あ
る
こ
と
は

一
般
の
意
思
表
示
理
論
か
ら
引
き
出
し
う
る
結
果
で
あ
る
と
述
べ
る
の
も
、
同
旨
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

や
や
例
外
な
の
が
、
中
島
玉
吉
で
あ
る
。
中
島
は
、
同

『民
法
釈
義
巻
ノ
一
総
則
篇

〔訂
正

一
四
版
Ｌ

（金
刺
芳
流
堂
、　
一
九
二
〇
年
）
で
は
、
外
形
上

本
人
の
た
め
に
す
る
意
思
が
表
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
理
人
の
内
心
の
意
思
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
取
引
の
安
全
を
害
す
る
こ
と
か
ら
、
代
理

人
に
本
人
の
た
め
に
す
る
真
意
が
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
い
う
見
解
を
採
っ
て
い
た

（同
五
五

一
頁
）。
し
か
し
そ
の
後
、
同
書
の
改
版
増
補

一
八
版

（金

刺
芳
流
堂
、　
一
九
二
五
年
）
で
は
、
代
理
人
に
は
本
人
の
た
め
に
す
る
真
意
が
必
要
で
あ
っ
て
、
錯
誤
の
場
合
に
は
民
法
九
五
条
の
適
用
が
あ
り
う
る
と

改
説
し
、
学
説
の
大
勢
に
従

っ
て
い
る

（同
五
六
九
頁
）。
た
だ
し
、
改
説
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。

（８
）
鳩
山

・
前
掲
注

（１
）
二
六
六
頁
以
下
。

第
二
節
　
わ
が
国
の
議
論
の
小
括

少
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
明
示
的
に
主
張
さ
れ
て
き
た
見
解
を
前
提
と
す
る
限
り
、
代
理
人
の
行
為
に
お
い
て
頭
名
さ
れ
た
が
代
理
意

思
は
な
い
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
錯
誤
無
効
の
主
張
の
可
能
性
は
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。
意
思
表
示
に
関
す
る
一
般
的
な
取
扱
い
に

反
し
て
、
こ
の
場
合
に
と
く
に
錯
誤
の
規
定
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
理
由
は
な
い
、
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
他
方
で
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
り
に
、

こ
の
趣
旨
理
解
が
正
当
な
の
で
あ
れ
ば
、
頭
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
類
推
適
用
の
可
能
性
を
議
論
す
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る
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
類
推
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
代
理
行
為

の
相
手
方
の
保
護
と
い
う
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
と
は
異
な
る
趣
旨
理
解
の
援
用
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
従
来
わ
が
国
に
お
い
て
、
錯
誤
無
効
の
主
張
の
可
能
性
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
そ
の
錯
誤
無
効
の
主
張
を
誰
が
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
は
み
ら
れ
な
い
。
錯
誤
無
効
の
可
能
性
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
以
上
の
点
に
対
す
る
示
唆
を
得
る
た
め
、
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
て
、
比
較
法
に
よ
る
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
と
す
る
。
代
理

制
度
に
関
す
る
わ
が
国
の
民
法
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
民
法
の
立
法
作
業
時
の
草
案
や
議
論
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
で
の
議
論
に
つ
き

一
定
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
　
ド
イ
ツ
法
の
議
論

第

¨
節
　
ド
イ
ツ
法
の
規
定
の
概
観

ま
ず
、
ド
イ
ツ
代
理
法
の
冒
頭
規
定
で
あ
る
、
ド
イ
ツ
民
法
典

（以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
す
る
）

一
六
四
条
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
　
代
理
人
の
表
示
の
効
果

一
項
　
代
理
人
が
そ
の
権
限
内
に
お
い
て
本
人
の
名
に
お
い
て
し
た
意
思
表
示
は
、
本
人
の
利
益
及
び
不
利
益
に
お
い
て
直
接
本
人
に
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対
し
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。
本
人
の
名
を
明
示
し
て
意
思
表
示
を
し
た
か
、
本
人
の
名
に
お
い
て
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

事
情
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
か
を
問
わ
な
い
。

二
項
　
他
人
の
名
に
お
い
て
す
る
意
思
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
自
己
の
名
に
お
い
て
す
る
意
思
が
な
い
こ
と
は
顧
慮
し
な
い
。

三
項
　
第

一
項
の
規
定
は
、
他
人
に
対
し
て
す
べ
き
意
思
表
示
を
そ
の
代
理
人
に
対
し
て
し
た
場
合
に
準
用
す
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条

一
項

一
文
は
、
代
理
の
要
件
が
、
代
理
人
に
よ
る
代
理
権
の
範
囲
内
の
意
思
表
示
と
、
そ
の
意
思
表
示
を
本
人
の
名

に
お
い
て
す
る
こ
と

（顕
名
）、
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
項
二
文
は
、
頭
名
が
黙
示
で
も
よ
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
は
、
顕
名
が
な
い
場
合
に
は
、
た
と
え
代
理
人
が
代
理
意
思
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
思
は
顧
慮
さ

れ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
「顧
慮
さ
れ
な
い
」
と
は
、
代
理
意
思
ど
お
り
に
代
理
が
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
一
般
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
意
味
も
含
む
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
場
合
に
は
代
理
人
が
内
心
で
有
し
て
い
た
代
理
意
思
と
は
異
な
る
表
示
が
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
意
思
表
示
の
瑕

疵
に
基
づ
く
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
こ
の
瑕
疵
が
代
理
人
の
錯
誤
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。

意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る

一
般
規
定
に
よ
れ
ば
意
思
表
示
の
錯
誤
取
消
し
が
認
め
ら
れ
う
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項

に
よ
り
、
取
消
し
の
主
張
可
能
性
自
体
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
奨
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
以
下
で
詳
し
く
み
る
よ
う
睡
、
立
法
時
に

意
図
的
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
の
学
説
の
大
勢
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
ら
の
規
定
と
日
本
民
法
と
を
比
較
す
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条

一
項

一
文

・
三
項
は
民
法
九
九
条
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
は

民
法

一
〇
〇
条
本
文
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条

一
項
二
文
に
つ
い
て
は
、　
一
見
し
て
こ
れ
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と
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
規
定
は
、
日
本
民
法
上
に
は
存
在
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
、
顕
名
が
黙
示
で
も

よ
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
わ
が
国
で
も
顕
名
が
黙
示
で
も
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
代
理
の
要
件
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
民
法
と
ド
イ
ツ
法
の
間
に
は
、
ほ
ぼ
相
違
は
な
い
と
い
っ
て
よ
興
。

そ
の
一
方
、
頭
名
が
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
対
応
す
る
代
理
意
思
が
代
理
人
に
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
関
す
る
法
律
上

の
規
定
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
と
同
じ
く
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
、
代
理
意
思
が
欠
け
て
い

る
こ
と
が
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
と
同
様
、
解
釈
論
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ド

イ
ツ
法
で
は
、
こ
の
場
合
の
法
的
規
律
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、　
一
定
の
議
論
の
蓄
積
が
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
を
検
討
す
る
。
検
討
の
順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条

二
項
が
前
提
と
し
て
い
る
顕
名
主
義
の
意
義
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
検
討
す
る
。
次
い
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議

論
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
、
頭
名
主
義
の
意
義
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
と
の
関
連
に
着
日
し
て
、
検
討
す
る
こ
と
と

す
る
。

（９
）
条
文
訳
は
、
柚
木
馨

『独
逸
民
法

〔Ｉ
〕
民
法
総
則
』
（有
斐
閣
、　
一
九
二
八
年
）
を
参
照
し
た
。
た
だ
し
、
条
文
の
表
題
に
つ
い
て
は
私
訳
に
よ
っ
た
は

か
、
現
代
語
訳
と
す
る
た
め
に
訳
文
を
適
宜
変
更
し
た
。

（１０
）
ド
イ
ツ
で
は
、
表
意
者
が
錯
誤
に
基
づ
い
て
主
張
で
き
る
の
は
、
意
思
表
示
の
無
効
で
は
な
く
取
消
し
で
あ
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
九
条
）。

（Ｈ
）
こ
れ
に
対
し
て
、
代
理
意
思
と
表
示
の
不
一
致
を
代
理
人
が
認
識
し
て
い
た
場
合
は
、
心
裡
留
保
の
規
定
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
心
裡

留
保
に
よ
る
意
思
表
示
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
一
文
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
、
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Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
定
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
意
思
表
示
の
効
力
に
つ
き
大
き
な
違
い
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
立
法
時
の

議
論
や
そ
の
後
の
学
説
に
お
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
と
意
思
表
示
の
瑕
疵
の
一
般
規
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
錯
誤
取
消
し
を
念

頭
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
章
第
二
節
を
参
照
。

や
や
問
題
に
な
る
の
が
、
わ
が
国
の
民
法

一
〇
〇
条
た
だ
し
書
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
直
接
に
対
応
す
る
条
文
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
は
存
在
し
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
の
規
定
は
顕
名
が
黙
示
で
も
よ
い
こ
と
を
注
意
的
に
規
定
し
た
も
の
と
い
う
理
解
を
採
る
な
ら
ば

（
こ
の
よ
う
な
理
解
を
採
る
も
の
と
し

て
、
我
妻

・
前
掲
注

（１
）
三
四
五
頁
、
佐
久
間
毅

「民
法
の
基
礎
１

総
則

〔第
二
版
ど

（有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）
二
四
九
頁
）、
民
法

一
〇
〇
条
た
だ

し
書
に
つ
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条

一
項
二
文
が
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
問
題
と
関
連
す
る
も
の

の
、
別
個
の
考
察
も
要
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節
　
顕
名
主
義
の
意
義

ま
ず
、
ド
イ
ッ
法
に
お
け
る
顕
名
主
義
の
意
義
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
は
、
顕
名
主
義
の
射
程
や
限
界
が
間

題
と
な
る

「関
係
人
の
た
め
の
行
為

ｏ
ｏの３

■ヽ
ど
」
３
●
８
●
３
営
零
〓
」
の
概
念
の
許
容
性
に
関
す
る
議
論
の
検
討
を
通
じ
て
、
お
こ

な
う
こ
と
と
す
る
。

13  12
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第

一
款
　
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
の
概
観

は
じ
め
に
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
を
概
観
し
て
お
く
。

関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
は
、
こ
ん
に
ち
支
配
的
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
現
実
の
行
為
者
が
本
人
に
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
を
欲
し
、
か
つ
、

そ
の
行
為
の
相
手
方
が
自
ら
の
相
手
方
と
な
る
者
の
同

一
性
に
つ
い
て
無
関
心
で
あ
る
」
ｏお
ど
口
【口
”
場
合
に
、
顕
名
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

な
く
と
も
、
本
人
と
相
手
方
と
の
間
に
直
接
の
法
律
関
係
が
生
じ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
４
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、

わ
が
国
と
同
じ
く
、
代
理
効
の
発
生
に
つ
き
顕
名
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
は
、
顕
名
が
な
く
と
も
本
人

に
対
し
て
直
接
効
果
を
生
ず
る
点
で
、
顕
名
主
義
の
例
外
と
な
る
。

関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
類
型
の
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ぉ
。　
一
つ
は
、
現
実
の
行
為
者
が
、
そ
の
行
為

の
相
手
方
に
対
し
て
、
行
為
者
自
ら
が
そ
の
行
為
か
ら
生
ず
る
権
利
義
務
の
主
体
と
は
な
ら
ず
、
行
為
者
以
外
の
者
が
権
利
義
務
の
主
体

と
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
権
利
義
務
の
主
体
と
な
る
者
が
具
体
的
に
誰
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
、

と
い
う
類
型
で
あ
菱
。
も
う

一
つ
は
、
行
為
者
が
、
相
手
方
に
対
し
て
、
行
為
者
以
外
の
者
を
そ
の
行
為
か
ら
生
ず
る
権
利
義
務
の
主
体

と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
、
と
い
う
類
型
で
あ
憂
。
か
つ
て
は
ヽ
こ
の
二
つ
の
類
型
を
区
別
せ
ず
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為

と
し
て
一
律
に
諭
じ
ら
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
近
時
は
、
こ
の
両
者
を
区
別
し
、
後
者
の
場
合
の
み
を
関
係
人
の
た
め
の
行

為
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
も
あ
“
。

こ
う
い
っ
た
類
型
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
に

は
、
顕
名
主
義
と
の
関
係
の
検
討
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
代
理
に
つ
い
て
頭
名
主
義
を
採
る
以
上
、
頭
名
が
さ
れ

―- 80 -
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た
と
評
価
し
う
る
こ
と
が
、
本
人

へ
の
直
接
の
効
果
帰
属
の
要
件
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
が
採
用
し
た
頭
名
主
義
を
前
提
と
し
つ
つ
、
頭
名
が
さ
れ
な
い
場
合
に
な
お
、
本
人

へ
の
直
接
の
効

果
帰
属
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
と
い
う
こ
と
が
、
顕
名
主
義
の
意
義
の

理
解
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
口
。
そ
こ
で
は
ヽ
大
き
く
分
け
て
、
二
つ
の
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み
ら
れ
た
と

い
っ
て
よ
喫
。　
一
つ
は
、
現
実
に
行
動
し
た
二
者

（行
為
者
と
相
手
方
）
の
意
思
表
示
の
解
釈
と
い
う
手
法
を
用
い
、
こ
の
二
者
間
に
お

い
て
、
行
為
者
の
背
後
に
い
る
者
に
直
接
効
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
意
思
の
合
致
が
あ
っ
た
、
と
い
う
認
定
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

顕
名
主
義
が
な
お
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
´
。
も
う

一
つ
は
、
頭
名
主
義
と
の
衝
突
が
生
じ
う
る
こ
と
を
認
め
た
上

で
、
頭
名
主
義
に
は

一
定
の
目
的
が
あ
り
、
そ
の
目
的
を
顧
慮
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
頭
名
が
さ
れ
て
い
な
く
て
も
本
人

へ
の
直

接
効
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
よ
い
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
い
う
法
形
象
自
体
は
、
判
例

・
学
説
上
、　
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
α
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
い

う
法
形
象
を
民
法
の
体
系
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
ぁ
。
こ
の
う
ち
、
近
時

は
と
く
に
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
力
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

（
‐４

）

ス
”
あ
お
い

で
浄
８
こ
●

０
い
ｏ
い
ｏ
，

ｏ
ピ
く
口
嗜
２
〓
り
”
ｌ

υ
Ｏ

．
。
「
ｏ
Ｌ
ｅ
●
鮮
」
【９
け
”
日
こ
８
時

、
』
一
り
Φ
】̈
Ｏ
Ｑ

”
議

８̈
８
げ

の
口
，
８
〓

“
●
８
，
摯
，
お
〓

ｏ

「
“
∽

８

∞
い

０
　
卜
ヽ
０
ヽ
卜
時
∞

（‐５
）
な
お
、
ド
イ
ツ
商
法
典
に
は
、
わ
が
国
の
商
法
典
が
規
律
し
て
い
る
よ
う
な
商
事
代
理
に
関
す
る
非
顕
名
主
義
の
特
則
は
、
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ド
イ

ツ
で
代
理
の
顕
名
主
義
を
定
め
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条

一
項

一
文
が
、
商
行
為
に
関
す
る
代
理
に
つ
い
て
も
直
接
に
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
商
行
為

- 81 -



法政研究18巻 3・ 4号 (2014年 )

に
関
す
る
代
理
に
つ
い
て
も
、
非
顕
名
主
義
で
は
な
く
顕
名
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も

「隠
れ
た
代
理
お
■
８
ド
の

９
Ｌ
τ
ｏ〓
【ｏ●
●
」

と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
で
い
う
と
こ
ろ
の
非
顕
名
代
理
を
指
す
の
で
は
な
く
、
間
接
代
理
の

こ
と
を
指
し
て
い
る
。

（
‐６

）

＾
”
■

”
餞
８

ミ

〓

目

”
＆

‘
ヽ
ｏ
卜

と

【零

日
ｏ
日
Ｒ

Ｐ

目
〓

∽
げ
日

零

二

３

８

″

３

Ｆ

Ｐ

，
●
Ｐ

Ｓ
８

じ

・
ｏ
ふ

”
］

鶴

い

（‐７
）
そ
の
例
と
し
て
、
ぼ
吟
８
ミ
■
ｏ３
Ｐ
，
ｐ

翁
Ｐ
３
Ｙ
ｏ
ふ

”
Ｐ
Ｓ
は
、
競
売
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
競
売
に
お
い
て
あ
る
物
の
売
却
を
競
売
人
が
委

任
者
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
委
任
者
が
自
ら
の
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
競
売
人
は
、
物
の
所

有
者
が
競
売
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
す
る
が
、
委
任
者
の
名
を
明
か
さ
な
い
ま
ま
競
売
を
お
こ
な
う
。

（‐８
）
そ
の
例
と
し
て
、
い
Ｒ
８
ミ
‘
δ
〓
Ｐ
Ｐ
ｏ
η
Ｐ
８
ン
ｏ
●
２
Ｆ

含
は
、
日
常
生
活
上
の
取
引
で
、
か
つ
、
代
金
が
即
時
に
現
金
で
支
払
わ
れ
る
取
引
を
挙

げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
家
政
婦
が
、
主
人
の
計
算
で
生
活
必
需
品
を
買
い
入
れ
、
そ
の
代
金
を
現
金
で
即
時
に
支
払

っ
た
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。

（‐９
）
た
と
え
ば
、
中
円
８
ミ
■
ｏ５
，
，
０
旬
中
ま
）
ｏ
●
２
Ｆ
お
『，

こ
う
し
た
論
者
は
、
前
者
の
事
例
を
、
顕
れ
た
ｏ『
８
、
あ
る
い
は
不
真
正
の
目
８
Ｆ
関

係
人
の
た
め
の
行
為
と
呼
び
、
後
者
を
、
隠
れ
た
お
ユ
８
澪
、
あ
る
い
は
真
正
の
８
〓
関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
呼
ぶ
。
前
者
の
事
例
は
、
意
思
表
示
の
効

果
が
行
為
者
以
外
の
者
に
生
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
い
う
特
別
の
法
形
象
は
問
題
と
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も

顕
名
代
理
が
存
在
す
る
、
と
す
る
。
前
者
の
事
例
が
関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
は
、
権
利
義
務
の
主
体
と
な
る
者
を
特
定
し

な
い
意
思
表
示
が
顕
名
主
義
に
反
し
な
い
の
か
、
と
い
う
点
も
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

（２０
）
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
の
萌
芽
は
、
す
で
に
普
通
法
期
に
お
い
て
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
黛
晨
一ｄ
ａ

げ
８
黒
ロ

リ
湯
８
Ｂ
】と
ぃ
ぅ
用
語
の
下

で
、
現
在
の
関
係
人
の
た
め
の
行
為
に
つ
な
が
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｂ
制
定
後
に
こ
の
問
題
を
扱

っ
た
最
初
期
の
も
の
と
し
て
、
〓
関

”
０
日

３

Ｐ

∪
お

口
筐

０

片

¨
日

常

日

，

日

Ｚ
筐

３

●

日̈

一
●
“

Ｒ
庁

壼

当

０
８

ｏ
●
ｇ

Ｏ

ど

，
ｏ
”

Ｏ
ω

〔

８

Ｎ
）
・
∽

お

い
を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

こ
の
時
代
に
は
ま
だ
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
い
う
名
称
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。
関
係
人
の
た
め
の
行
為
と
い
う
名
称
が
定
着
す
る
の
は
、
一
九
二
〇
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年
代
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
代
表
的
な
論
考
が
、
で
，
¨
Ｏ
ｏ
Ｆ
Ｐ
ｕ
３
８
３

“^
の∽〓
饉〓
３̈
ｏ
工
営
〓
Ｆ
オ
一
カ
ニ
８

錦̈
●
〓
ｏ
２

Ｂ^

錦

，
０

日

●
ｏ
¨
日

常

Ｒ̈

口
Ｒ

Ｅ
只

】
８

６
冒

で

ｏ
“

６̈
ｏ̈
，
ｏ
●
肛
Ｒ

υ
Ｒ

∽
８
［【ｒ
●
”
含

０
い
し

ヽ
ζ
δ

』峙

＆

薇

，

の
０
２

●

）
拐

嵩

わ
〓

“

８

ｏ
す
一
ヒ

”
ｏ
，
ｏ
曰

ｏ
」
ず
ヽ
い
０
く
Ｒ

口
，
〓
●

∽

（３
８
）・
∽
〓
“
い

で
あ
る
。

（２‐
）
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
い
日
Ｎ
く
ｏＦ
ｇ

”
ｎ
■
６
肇
ｏ
８
〓
ア

ｏ̈●
Ｅ
Ｏ
同
置
８
Ｆ
日
お
コ
Ｑ
σ
（お
さ
γ

∽
〓
器

い

が
詳
論
し
て
い
る
。

（２２
）
先
に
挙
げ
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
の
初
期
の
学
説
、　
つ
ま
り
、
リ
ュ
メ
リ
ン
、　
コ
ー
ン
、
ジ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を
論
じ

て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
注
（２０
）
で
挙
げ
た
、
普
通
法
期
の
●
ａ
〓
ｏ
，ε
Ｆ
８
【，
日
Ｂ
１
８
ｇ
Ｐ
の
議
論
で
は
、
そ
の
名
称
が
ま
さ
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と

お
り

（直
訳
す
る
と
、
「不
確
定
の
人
格
に
対
す
る
譲
渡
し
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
、
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

る
論
者
は
存
在
す
る
。た
と
え
ば
、́
ミ
ε
置
”●
”
日
〓
ｏ一０
。
ぉ
Ｎ
易
●
ヨ
８
“
●
”の“
日
Ｑ
８
ｒ
Φ〓
の
くｏ日
”
お
ｏＦ
“
８
め，
，Ｐ
Ｏ
一〇９
・
，
Ｎｏｐ
●
”謗

８ヽ
Ｒ
く
一ヽｏ一，
”

∽
Ｒ

Ｆ

´

］
ｎ

に̈

目

■

深

〓

８

“
●

ｇ

‘
め
咀

３̈

８

ｏ
Ｒ

汗

゛

ω
，

Ｈ
（
８

８

）
ヽ
，

８

∞
ら

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

。

（”
）
く
ｏ添
●
，
Ｐ
Ｏ

一
ピ
ζ
）

，
３
ｏ
い
・
Ｆ
お
ミ

ヨ
ｏ
お
Ｐ
Ｐ
Ｏ
（Ｐ
〓
ｅ
ヽ
の
ぶ

】ｇ

ミ
し

れヽ
ら
の
見
解
は
、
隠
れ
た
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
場
合
に

は
、
顕
名
の
目
的
論
的
制
限
や
、
法
の
継
続
形
成
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
。

（２４
）
も
つ
と
も
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
理
論
を
明
示
的
に
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
■
ｏ８
８
口
ε日
０
と
に
ｏ日
わ一い
Ｒ
リ
ヒ
計
∽
σ
口“
め〓
め，
８

”
８
〓
∽ヽ
ω
，

Ｎ
υ
調
”
ｏめ，
∽^”め一ｏ口
””
・●
＞
Ｃ■
●
０りヽ

・
ｏ
，
一
ロ
ド

（２５
）
こ
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
理
論
的
に
は
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
第

一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
行
為
者
の
相
手
方
が
、
取
引
相
手
と
な
る
の
が
誰
で
あ
る

か
に
つ
き
無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
相
手
方
の
意
思
表
示
を
、
「不
特
定
の
者
を
取
引
相
手
と
し
て
受
け
容
れ
る
」
と
い
う
内
容

に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
相
手
方
の
意
思
が
行
為
者
の
意
思
と
合
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
立
し
た
意
思
表
示
の
効
果
が
行

為
者
以
外
の
者
に
生
じ
る
こ
と
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
行
為
者
と
相
手
方
と
の
間
で
成
立
し
た
意
思
表
示
に
つ
き
、
そ
の
効
果
が
行
為
者
以
外
の
者
に
生
じ
る
こ

と
に
向
け
ら
れ
た
意
思
の
合
致
は
存
在
し
な
い
と
す
る

（ヴ
ォ
ル
タ
ー
は
、
第

一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
相
手
方
の
意
思
の
擬
制
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
り

立
つ
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る

（‘
ｏヽ】一Ｐ

，
Ｐ
Ｏ
翁
”
ド
ン
，
３
Ｎ
じ
）。
そ
の
上
で
、
本
人

へ
の
直
接
の
効
果
帰
属
の
発
生
に
関
す
る
意
思
表
示
の

合
致
が
な
く
と
も
、
顕
名
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
顕
名
主
義
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
問
題
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
本
人

へ
の
効
果
帰
属
の
発
生

は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
本
人
へ
の
直
接
の
効
果
帰
属
に
関
す
る
意
思
の
合
致
が
行
為
者
と
相
手
方
と
の
間
に
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
こ
の
意
思
の
合

致
の
欠
鉄
を
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
補
充
す
る
と
い
う
方
法
を
模
索
す
る
も
の
と
し
て
、
さ
８
∽
〓
●
Ｆ
”
０
３
３
澤

ど
と
め，
，
い
―
営
錦
Ｆ

急
二
０鍵
・
，

ミヽ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
に
対
し
て
は
、
こ
の
意
思
の
合
致
の
欠
鉄
の
補
充
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
が
優
先
す
る
、
と
い
う
批
判
が
あ

る

（”
曽
８
ミ
く
ｏお
，
Ｐ
ｏ
η
Ｐ
８
）
ｏ
ふ

”
”
ミ
）。
批
判
の
趣
旨
は
、
ラヽ
こ
で
は

一
六
四
条
二
項
の
適
用
が
優
先
す
る
以
上
、
本
人
へ
の
効
果
帰
属

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
補
充
的
契
約
解
釈
で
は
な
く
、　
三
ハ
四
条
二
項
の
解
釈
論
の
問
題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
款
　
顕
名
主
義
の
意
義
に
関
す
る
見
解
の
対
立

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
、
顕
名
主
義
の
趣
旨
の
理
解
が
問
題
と
な
る
。
顕
名
主
義
の
趣
旨
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
、

頭
名
主
義
が
及
ぶ
射
程

（し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
界
）
が
明
ら
か
に
な
り
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め

ら
れ
る
か
、
そ
の
際
の
要
件
は
何
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
定
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
頭
名
の
要
件
が
ど
の
よ
う
な
目
的
の
た
め
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
争
い
が

あ
る
。

通
説
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
顕
名
要
件
は
、
法
律
行
為
の
他
方
当
事
者
が
誰
で
あ
る
か
を
代
理
行
為
の
相
手
方
に
対
し
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
法
的
取
引
″
８
Ｆ
８
８
澪
Ｆ
を

一
般
的
に
保
護
す
る
こ
と
に
も
仕
え
る
も
の
で
あ
ぁ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
顕
名
は
、
他

方
当
事
者
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
に
対
す
る
代
理
行
為
の
相
手
方
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
の
み
に
仕
え
る
、
と
捉
え
る
論
者
も
あ
´
。

一　
通
説
的
見
解

通
説
的
見
解
は
、
顕
名
は
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
法
的
取
引
を

一
般
的
に
保
護
す
る
と
捉
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

こ
こ
に
い
う
法
的
取
引
の
一
般
的
保
護
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
着
眼
点
の
微
妙
な
違
い
に
よ
っ
て
、
次
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
代
理
の
関
係
当
事
者
の
債
権
者
の
保
護
に
着
目
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
論
者
と
し
て
、
カ
ナ
ー
リ
ス
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ぁ
。
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
頭
名
主
義
の
趣
旨
の
説
明
の
た
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
起
草
時
に
展
開
さ
れ
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
委
任
に
関
す

る
規
定
の
箇
所
に
ド
イ
ツ
商
法
典

（以
下
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
と
す
る
）
三
九
二
条
二
項
に
対
応
す
る
規
律
を
設
け
る
こ
と
の
是
非
に
関
す
る
議
論

を
援
用
す
る
。
Ｈ
Ｇ
Ｂ
三
九
二
条
二
項
は
、
間
屋
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
そ
の
規
律
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
“
。
す
な
わ
ち
、

間
屋
が
委
託
者
か
ら
の
実
行
行
為
か
ら
取
得
し
た
債
権
は
、
間
屋
自
身
が
そ
の
債
権
者
と
な
る

（Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
九
二
条

一
項
）
が
、
当
該
債

権
が
間
屋
か
ら
委
託
者
に
譲
渡
さ
れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、
間
屋
お
よ
び
問
屋
債
権
者
と
の
関
係
で
は
、
当
該
債
権
は
委
託
者
の
債
権
と
み

な
さ
れ
る

（Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
九
二
条
二
項
）。
こ
の
よ
う
に
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
九
二
条
二
項
は
、
間
接
代
理
形
式
に
お
い
て
例
外
的
に
問
屋
の
背
後
に

―- 85 -―



法政研究18巻 3・ 4号 (2014年 )

い
る
委
託
者
に
物
権
的
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
Ｈ
Ｇ
Ｂ
三
九
二
条
二
項
に
対
応
す
る
規
律
を
、
そ
も

そ
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
上
の
委
任
の
箇
所
に
設
け
、
間
屋
だ
け
で
な
く
委
任

一
般
に
妥
当
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起

草
時
に
議
論
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
直
接
代
理
と
間
接
代

理
を
峻
別
す
る
ド
イ
ツ
法
の
体
系
の
下
で
は
、
事
務
処
理
に
つ
き
他
人
を
用
い
る
こ
と
を
欲
す
る
者
は
、
直
接
代
理
と
間
接
代
理
の
二
つ

の
形
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
接
代
理
を
選
択
す
れ
ば
、
本
人
は
、
自
ら
が
直
接
に
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
他
方
で
、
本
人
は
、
代
理
人
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
義
務
も
ま
た
直
接
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
義
務
は
、
本
人
が
意
図
し
て

い
な
か
っ
た
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
た
め
、
直
接
代
理
の
選
択
に
は
一
定
の
危
険
が
伴
う
。
こ
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
本
人
は
、

間
接
代
理
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
に
は
、
本
人
は
、
受
任
者
が
す
る
法
律
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
を
直
接

に
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
法
制
度
を
前
提
と
す
る
と
き
、
直
接
代
理
の
効
果
と
問
接
代
理
の
効
果
の
混
合
を
認
め
る

こ
と
、　
つ
ま
り
間
接
代
理
に
お
い
て
本
人
に
物
権
的
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
は
、
明
確
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
あ
る
者
の
債
権
者
が
、

外
的
に
そ
の
者
に
帰
属
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
財
産
が
法
的
に
も
そ
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

す
れ
ば
、
信
用
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
は
、
Ｈ
Ｇ
Ｂ

三
九
二
条
二
項
に
対
応
す
る
規
律
は
お
か
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
起
草
段
階
の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
頭
名
主
義
は
、
単
に
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
だ

け
で
な
く
、
法
的
取
引

一
般
の
保
護
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
い
う
法
的
取
引
の
保
護
に
お
い
て

は
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
誰
に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
帰
属
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
、
代
理
の
関
係
当
事
者
以

外
の
第
二
者
の
信
頼
の
保
護
、
と
く
に
本
人
や
代
理
人
の
債
権
者
の
信
頼
の
保
護
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
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も
う

一
つ
は
、
代
理
を
め
ぐ
る
関
係
当
事
者
の
法
律
関
係
の
明
確
性
に
着
目
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
論
者
と
し
て
、
カ

ル
ス
テ
ン
・
シ
ュ
ミ
ツ
ト

（本
，Ｈφ一ｏ●
ｒ
，
日
¨ヽ
し

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
苑
。
シ
ュ
ミ
ツ
ト
も
ヽ
代
理
行
為
の
相
手
方
と
な
ら
ん
で
、
本

人
や
代
理
人
に
対
す
る
債
権
者
の
保
護
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
の
見
解
と
は
異
な
り
、
こ

う
し
た
債
権
者
な
ど
の
第
二
者
が
具
体
的
に
権
利
の
所
在
を
知
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
代
理
の
関
係

当
事
者
間
に
お
け
る
法
律
関
係
の
明
確
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
、
力
点
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
代
理
に
よ
る
法
律
関
係
の
形

成
に
お
い
て
、
権
利
や
義
務
が
関
係
当
事
者
の
誰
に
生
ず
る
か
が
疑
わ
し
い
場
合
、
第

一
次
的
に
は
、
そ
の
行
為
に
関
わ
る
者
が
こ
れ
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
法
律
行
為
の
当
事
者
を
確
定
し
、
法

律
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
仕
え
る
の
が
頭
名
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

一一　
通
説
的
見
解
に
対
す
る
批
判
説

以
上
の
よ
う
な
顕
名
主
義
の
理
解
に
対
し
て
は
、
顕
名
は
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
の
み
に
仕
え
る
、
と
捉
え
る
立
場
か
ら
の
批
判

が
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
、
通
説
に
対
し
て
明
示
的
に
反
論
を
試
み
る
論
者
と
し
て
、
ア
イ
ン
ゼ
ー
ン

（∪
●
８
，
８

”
３̈
ｏ一ｅ

を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
菱
。

ア
イ
ン
ゼ
ー
ン
は
、
先
に
紹
介
し
た
カ
ナ
ー
リ
ス
の
見
解
を
取
り
上
げ
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
カ
ナ
ー
リ
ス
の
主
張
に
反
論
す
る
。

す
な
わ
ち
、
た
し
か
に
、
頭
名
が
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
者
の
債
権
者
が
、
そ
の
債
務
者
に
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
つ
き
、
誤
解
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
代
理
人
は
、
顕
名
し
て
代
理
行
為
を
し
た
場
合
、
そ
の
行
為
か
ら
生
じ
た
債

権
に
つ
い
て
、
本
人
か
ら
そ
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
自
ら
が
そ
の
債
権
を
取
り
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
自
ら
の
有
す
る
銀
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行
日
座
に
振
り
込
ま
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
顕
名
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
も
、
代
理
人
の
債
権
者
が
代
理
人
の
財

産
状
況
に
つ
き
誤
解
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
し
た
が
つ
て
、
顕
名
は
、
財
産
の
帰
属
の
問
題
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
法
的
取
引

一
般
の

保
護
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
代
理
人
の
行
為
の
相
手
方
を
保
護
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
ア
イ
ン
ゼ
ー

ン
は
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
頭
名

の
意
義
に
つ
い
て
法
律
関
係

の
明
確
性
に
力
点
を
お
く
見
解
に
対
し
て
の
批
判
は
、
と
く
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

“^
）

な
い
。

〓
一　
検
討

（
一
）

関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
許
容
性

顕
名
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
解
の
対
立
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
顕
名
は
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
の
み
に
仕

え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
理
解
か
ら
は
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
理
論
を
承
認
す
る
こ
と
に
、
さ
し
た
る
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

関
係
人
の
た
め
の
行
為
が
問
題
と
な
る
の
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
利
益
の
保
護
が
問
題
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
場
合
だ
か
ら
で
あ
る
。

実
際
、
ア
イ
ン
ゼ
ー
ン
は
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
理
論
は
原
則
と
し
て
承
認
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
菱
。

こ
れ
に
対
し
て
、
顕
名
主
義
の
意
義
を
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
だ
け
で
な
く
、
法
的
取
引
の
一
般
的
な
保
護
に
も
仕
え
る
も
の

で
あ
る
と
す
る
通
説
に
よ
る
場
合
に
は
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
を
承
認
す
る
こ
と
に
は
、
困
難
が
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
。
通
説
に
よ
れ

ば
、
相
手
方
保
護
だ
け
で
な
く
、
法
的
取
引

一
般
の
保
護
と
の
関
係
で
も
問
題
が
な
い
と
い
え
て
は
じ
め
て
、
顕
名
主
義
の
目
的
論
的
制

限
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
奨
。
そ
こ
で
ヽ
通
説
の
論
者
は
、
関
係
人
の
た
め
の
行
為
の
要
件
と
し
て
、
仲
介
者
が
誰
の
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権
利
領
域
に
お
い
て
行
為
し
て
い
る
か
が
客
観
的
な
基
準
に
よ
っ
て
確
定
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
委
。
こ
の

よ
う
な
論
拠
が
説
得
的
で
あ
る
か
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
も
の
“
、
顕
名
主
義
の
趣
旨
に
関
す
る
通
説
的
立
場
の
論
者
か
ら
も
、
関
係
人

の
た
め
の
行
為
の
理
論
は
、　
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）

顕
名
主
義
の
意
義

先
に
み
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
頭
名
主
義
の
意
義
に
関
し
て
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
だ
け
で
な
く
ひ
ろ
く
法
的
取
引
を

一

般
的
に
保
護
す
る
と
捉
え
る
通
説
と
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
の
み
が
問
題
と
な
る
と
す
る
反
対
説
の
対
立
が
あ
る
。
そ
し
て
、
通

説
の
内
部
で
も
、
代
理
の
関
係
当
事
者
以
外
の
外
部
の
第
二
者
の
信
頼
に
力
点
を
お
い
て
説
明
す
る
見
解
と
、
代
理
の
関
係
当
事
者
間
の

法
律
関
係
の
一
義
的
明
確
性

・
確
定
性
の
確
保
に
力
点
を
お
い
て
説
明
す
る
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
通
説
の
前
者
の
見
解

は
、
頭
名
は
必
ず
し
も
第
二
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
に
足
り
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
反
対
説
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る
。
た
し
か
に
、

顕
名
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
に
さ
れ
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
以
外
の
第
二
者
に
対
し
て
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
顕
名
に
よ
つ
て
成
立

す
る
法
律
関
係
と
は
異
な
る
法
律
関
係
の
外
観
が
生
じ
る
可
能
性
は
、
実
際
上
も
法
律
上
も
排
除
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
者
の

信
頼
の
保
護
に
力
点
を
お
く
見
解
に
つ
い
て
は
、
説
得
力
に
欠
け
る
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
通
説
の
う
ち
法
律
関
係
の
明
確
性
に
力
点
を
お
く
見
解
に
対
し
て
は
、
有
効
な
批
判
は
と
く
に
み
ら
れ
な
い
。
他
方

で
、
通
説
の
側
か
ら
も
、
相
手
方
保
護
に
の
み
仕
え
る
と
い
う
反
対
説
の
見
解
に
対
し
て
積
極
的
に
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
ド
イ
ツ
法
の
体
系
的
理
解
と
し
て
、
頭
名
主
義
の
意
義
を
こ
の
ど
ち
ら
と
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
決
定
的
な

決
め
手
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
以
上
の
対
立
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
頭
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
に

関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
の
検
討
に
進
む
こ
と
と
す
る
。

（
２６

）
‘

ば̈

３

８

Ｒ

不

当

目

８

Ｓ

馬

●
ヨ

”
日

”
Ｌ

３̈

８

０
●
８

●

０
胃

く

パ
ミ

‐〓

路

Ｎ

で

Ｆ

営

日

ど

〕
，

〓

Ｏ
ｔ

ビ

い

０

８

じ

ヽ

の

８

，

マ

Ｌ̈

●

い
，

お

昌

３

９

０

３

ｏ
●
Ｅ

３

８
¨̈
”
」●
●
〓
目
塁
堺
８
ヽ
日
ユ
Ｚ
３
８
零
お
ヾ
８

０
８
一〓
計
一
６
●
３
ｏ」綸
）

ｃ
〓
３

”
８
８
●
”
，
ヽ
お
ｔ
ｒＬ
共
８
８
）
く
９

ｏ
８
卜
”
Ｐ
褐
ヽ
ｏ
】８
，

て
≦
ヨ

ｏ
Ｆ
口

０
”
●
”
ユ
′

υ
イ

く
９

２
げ

鳴
″
，
日
“

ｏ
匡

置
営
０
け

ｏ
，
９

″
８

冒

ｏ

「
σ
∽
け
，
電
〓

コ

ｏ
日

の
、
，

０
０
督
二

，
溜
ス

】
０
「
ｅ

・
，

ω
ヽ
〓

卜
０
０
”

＾

∽
ｏ
ｒ
Ｂ

〓

Ｆ

Ｐ

”

０

つ
ｏ
こ
じ
Ｌ
ミ
Ｓ
・
コ
ｏ
日
ｏ
，
Ｐ
Ｏ
（Ｐ

Ｎ
Ｙ
ｏ
ミ

〓

明

示

的

に

こ

う

主

張

す

る

の

は

、

後

述

す

る

ア

イ

ン
ゼ

ー

ン

の

ほ

か

、

０
●
●
一９

口
”
錦

ト
ロ

ｏ
フ

Ｒ̈

ぼ
一８

８

】
８
〓

ｏ
υ
負
８

摯

＆

需

〓

ｏ
言
温

ヽ
＞
も

ぁ

０

（８
８
ｙ
，
８
Ｐ
Ｓ
●
●
営
φ
‘
Ｌ
〒
ざ
Ｐ
，
０
合
げ
ζ
ｏ）・
，
ミ
”
明
示
的
に
は
主
張
し
な
い
が
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
に
の
み
言
及
す
る
も
の
と

し

て

、

こ
”
】
８

ミ

■

ｏ
お

，

Ｐ

Ｏ

つ

，

８

〉

ｏ
ぶ

″
Ｐ

お

ヽ
υ
』
ｏ
一
９

‘

＆

２̈

●

と

】零

８

ｏ
日

Ｑ

り

）̈
】
計

∽
”
Ｏ
Ｐ

，

＞
Ｂ

●

８

０
〉

″

Ｌ̈

Ｓ

Ｏ
Ｅ
Ｐ
肖
ば
ヽ
Ｐ
”　
０
（「
●

０ヽン
∽
卜００
い

条
文
を
掲
げ
て
お
く
。
条
文
訳
は
、
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編

『現
代
外
国
法
典
叢
書

（六
）
独
逸
商
法

〔
一
〕
（復
刊
版
ご

（有
斐
閣
、　
一
九
五
六
年
）

に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
カ
タ
カ
ナ
書
き
を
ひ
ら
が
な
書
き
に
改
め
た
う
え
で
、
適
宜
読
点
を
打
つ
な
ど
の
変
更
を
し
た
。

Ｈ
Ｇ
Ｂ
二
九
二
条
　
間
屋
が
締
結
し
た
行
為
に
基
づ
く
債
権
は
、
債
務
者
に
対
し
て
は
、
委
託
者
は
そ
の
譲
渡
が
あ
っ
た
後
に
初
め
て
こ
れ
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
項
　
ユ則
項
の
債
権
は
、
前
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
譲
渡
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
委
託
者
と
問
屋
又
は
そ
の
債
権
者
と
の
間
の
関
係
に
お
い

て
は
、
委
託
者
の
債
権
と
み
な
す
。

（
２７
）

29  28
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（
３０

）

”
８

６

澪

）】Ｆ

０
９

ス
０
８

日

け
∽
ｏ̈
●

さ

一
ε

め
Ｎ
く
ｏ
一
お

ぼ
８

●
●
”
０
３

い
●
，
Ｅ

ユ

ψ
ヽ
９

ω
●
凛

８

目
め
，
ｏ
●

０
８

９

諄

」
（
，
Ｐ

”
口
ヽ

分

∞
Ｏ
ｅ

ヽ
，

ω
０
０
い

（３‐
）
＾

ｒ
，
日
０̈
一ヽ

こ

０

「
Ｐ
ヽ
）ヽ
，
お
９
口
“
日
ｏ
Ｐ
，
Ｏ

翁
Ｐ
Ｒ
Ｙ
ｏ
ミ

】
も
同
様
の
方
向
性
に
立

つ
。
ま
た
、
当
事
者
の
確
定
が
顕
名
の

一
つ
の
役

割
で
あ
る
と
述
べ
る
、
〓
●
つ
の，
の“
９
＾
ｏ
ヨ
日
ｏ日
Ｒ
習
日

ω
●
凛
０呂
０，
ｏ●
０
３
の一３
胃
ミ

∽
ｏ〓
”
８
８
ヽ
Ｐ
，
０
共
「
Ｐ
Ｓ
Ｙ
ｏ
８
一
″

Ｌ̈
Ｏ
も
、
同
旨
と
思
わ

れ
る
。

（
３２

）

ｏ

９

，

，
ｏ
ｏ

［
Ｆ

お

庁

」

Ｌ

“

Ｆ

∽
ｏ
Ｆ
【
曽

差

の
口

日

〓

り
ｏ
一
ｏ
ｃ
８

５
∞

α
ａ

Ｏ

「
口

”

日

〓

置

Ｆ
ｇ

け

０
「
，

ヽ

０
∽
―

〓

，

９

び
働

ｏ
●
０
２

四

”
禽

●
Ｏ
Ｆ

＾

ア
●
”
』

‘

ヽ
０

０

８

ε
¨
餞

″

●̈
『
ヽ
ｏ
口
ヽ
Ｑ
ω
ｐ

め
一

，
■
曖
¨
ｒ
ｒ

ヽ
ｏ
『
め
ヽ
電
Ｎ
蓼
ら
●
ｏ
，
ｏ
●

一
マ
ｏ
Ｓ
，
ヽ
「
ヽ

∽
ｏ
Ｊ
品
の

一
ｏ
『
ヽ

●̈
”
一̈
０
，
ｏ
う

∽
属
口
０
”
”
Ｌ
ｏ
●
―
コ

ヽ
Ｎ

】
ｏ
Ｏ

，

∽
　
い
０
０
９

（３３
）
ア
イ
ン
ゼ
ー
レ
は
、
通
説
に
立
つ
論
者
の
間
で

「法
的
取
引
の
一
般
的
保
護
」
の
捉
え
方
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
顧
慮
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
実
際
、
ア
イ
ン
ゼ
ー
ン
は
、
カ
ナ
ー
リ
ス
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
を
と
く
に
区
別
せ
ず
同
列
に
取
り
扱
っ
て
論
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

後
掲
注

（３７
）
も
参
照
。

（３４
）
ｕ
Ｆ
お
け
ヽ
，
Ｐ
Ｏ
（”
ｐ
ωじ
ヽ
´
」０
」，

（３５
）
実
際
、
ア
イ
ン
ゼ
ー
ン
は
、
顕
名
主
義
の
趣
旨
に
関
す
る
通
説
の
見
解
に
対
し
て
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
口
謗
ｏ●

Ｐ
Ｐ
ｏ
翁
Ｐ
駕
）ヽ
，
８
８

（３６
）
＾
Ｐ
，
日
２^̈
ヽ
Ｐ
，
０
「
Ｐ
ヽ
）・
∽
ｔ
，
ま
た
、
ｒ
”【め晨
ヽ
■
ｏ
（
，
Ｐ
Ｏ
翁
´
８
）
の
よ

”
Ｐ
Ｒ

も
こ
れ
を
挙
げ
る
。

（３７
）
ア
イ
ン
ゼ
ー
ン
は
、
関
係
人
の
客
観
的
な
決
定
可
能
性
が
法
的
取
引

一
般
に
対
し
て
こ
の
関
係
人
を
示
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
自
動
的
に
は

な
ら
な
い
、
と
批
判
し
て
い
る

（］
日
∽ω，

Ｐ
Ｐ
Ｏ

ｎ
Ｐ
３
）・
，
８
８
）。

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
通
説
の
見
解
と
ア
イ
ン
ゼ
ー
レ
の
見
解
と
の
間
で
、
法
的
取
引
の
保
護
と
い
う
言
葉
の
解
釈
に
ず
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
イ
ン
ゼ
ー
レ
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
カ
ナ
ー
リ
ス
の
見
解
を
引
い
て
通
説
を
批
判
す
る
が
、
通
説
の
論
者
の
中
に
は
、
法

的
取
引

一
般
の
保
護
を
法
律
関
係
の
明
確
性
の
保
護
と
捉
え
る
者
も
あ
る
。
そ
こ
で
い
う
明
確
性
は
、
行
為
者
の
相
手
方
以
外
の
具
体
的
な
第
二
者
に
そ

の
法
律
関
係
を
示
し
、
そ
の
第
二
者
が
法
律
関
係
の
状
況
を
知
り
う
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
顕
名
に
よ
る
法
律
関
係
の
一
義
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的
確
定
性
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
法
的
取
引
の
一
般
的
保
護
の
意
味
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
通
説
の
側
か
ら
、
「権
利
義
務
の
直
接
の
帰
属
主

体
と
な
る
関
係
人
の
客
観
的

・
一
義
的
明
確
性
が
存
在
す
れ
ば
、
頭
名
主
義
が
保
護
す
る
法
的
取
引
の
一
般
的
な
保
護
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
す

る
こ
と
は
、
論
理
的
に
一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節
　
顕
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論

‐Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
に
―

本
節
で
は
、
頭
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
の
理
解
と
の
関
連

で
紹
介

・
検
討
す
る
。

は
じ
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
趣
旨
と
、
頭
名
さ
れ
た
が
代
理
意
思
は
な
い
場
合
が
ど
う
取
り
扱
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
立
法
段
階
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
段
階
に
お
け
る

議
論
か
ら
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。

第

一
歎
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
段
階
で
の
議
論

一　
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
の
経
緯

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
は
、
代
理
意
思
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
顕
名
が
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
意
思
と
表
示
の
不

一
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致
に
基
づ
い
て
代
理
人
が
錯
誤
取
消
し
の
主
張
を
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
規
律
を
お
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
項
は
、
次
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
行
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
に
対
応
す
る
条
文
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
第

一
草
案
で
は
、　
一
二
ハ
条
に
お
か
れ
て
い
た
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項

は
、
第

一
草
案

一
一
六
条
二
項
に
対
応
し
て
お
り
、
両
者
の
文
言
は
、
ほ
ぼ
同

一
で
あ
ぁ
。
そ
の
起
草
趣
旨
は
、
大
要
、
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
者
が
顕
名
を
し
て
い
な
い
が
、
自
ら
が
そ
の
法
律
行
為
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
を
欲
し
て
い
な
い
と

い
う
場
合
、
本
来
は
、
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
務
上
の
必
要
性
か
ら
す
る
と
、
そ
う
し
た
規
定

を
適
用
し
な
い
や
り
方
が
求
め
ら
れ
る
。
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
間
接
代
理
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な

抗
弁
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
多
く
の
場
合
に
お
い
て
シ
カ
ー
ネ
と
紛
争
が
起
き
る
に
任
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
項
は
こ
れ

を
避
け
る
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
奨
。

第

一
草
案

一
一
六
条
二
項
に
対
し
て
、
第
二
読
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
提
案
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
項
に
代
え
て
、

「他
人
の
名
に
お
い
て
す
る
意
思
が
告
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
事
情
か
ら
も
窺
わ
れ
な
い
と
き
は
、
代
理
人
は
自
己
の
名
に
お
い
て
行
為
し
た

も
の
と
推
定
す
る
」
と
い
う
規
定
を
お
く
こ
と
で
あ
“
。

こ
の
提
案
の
論
拠
は
、
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
代
理
意
思
は
あ
る
の
に
顕
名
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関

す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
実
質
的
な
根
拠
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
提
案
者
は
、
代
理
人
が
錯
誤
に
陥

っ
て
い
る
場
合

を
例
に
出
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
こ
こ
で
は
、
代
理
人
は
、
契
約
相
手
方
は
代
理
人
が
他
人
の
名
に
お
い
て
行
為
し
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
、
と
誤
信
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
、
代
理
人
が
、
自
己
の
名
で
契
約
を
締
結
し
た
際
に
錯
誤
が
あ
っ
た
と
い
う
場
合
よ
り
も

重
い
責
任
を
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
や
や
不
明
確
で
あ
る
が
、
こ
の
主
張
の
趣
旨
は
、
要
す
る
に
、
意
思
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表
示
の
効
果
の
当
事
者
と
な
る
者
に
関
す
る
錯
誤
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
意
思
表
示
の
内
容
に
関
す
る
錯
誤
、
た
と
え
ば
売
買
の
目
的
物

や
代
金
な
ど
に
関
す
る
錯
誤
の
場
合
と
比
べ
て
、
と
く
に
表
意
者
を
厳
し
く
取
り
扱
う
正
当
な
理
由
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
提
案
者
は
、
こ
の
場
合
に
も
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
提
案
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
提
案
に
よ
れ
ば
、

取
引
の
安
全
を
危
険
に
さ
ら
し
、
ま
た
、
近
時
の
法
発
展
と
も
調
和
し
な
い
。
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
間
接
代
理
が
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
為
す
る
と
い
う
意
思
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
代
理
人
に
、
自
分
は
こ
の
よ
う
な

意
思
を
有
し
て
い
た
、
と
い
う
抗
弁
を
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
崎
。
こ
う
し
た
理
由
づ
け
は
、
第

一
草
案
段
階
で
の
立
法

趣
旨
の
説
明
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

一一　
起
草
過
程
の
議
論
の
小
括

以
上
の
検
討
か
ら
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。

第

一
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

Ｉ
ハ
四
条
二
項
は
、
そ
の
制
定
過
程
に
お
け
る
議
論
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
代
理
意
思
は
あ
っ
た
の
に
頭
名
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
錯
誤
取
消
し
の
主
張
を
認
め
な
い
規
律

を
お
く
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
、
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
が
果
た
す
役
割
は
、
わ
が
国
に
お
い

て
民
法

一
〇
〇
条
本
文
が
有
し
て
い
る
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

第
二
に
、
錯
誤
取
消
し
の
主
張
を
封
じ
る
理
由
は
、
単
純
に
代
理
行
為
の
相
手
方
保
護
の
み
を
顧
慮
す
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
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い
。
む
し
ろ
、
代
理
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
か
ね
な
い
取
引
上
の
危
険
を
排
除
し
て
、
取
引
の
安
全
を

一
般
的
に
保
護
す

る
こ
と
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
錯
誤
取
消
し
の
主
張
を
認
め
る
と
、
紛
争
や
シ
カ
ー
ネ
が
頻
発
し
、
取
引
社
会

が
混
乱
し
か
ね
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
錯
誤
取
消
し
の
主
張
を
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

第
二
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
制
定
過
程
を
通
し
て
、
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
と

く
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
に
代
理
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
法
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
、
そ
の
際
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
定
の
存
在
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
に
つ
い
て
は
、
解
釈
の
余
地
が
残

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
の
学
説
は
、
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
の
学
説
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。

（３８
）
一
箇
所
異
な
る
の
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
で
は
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
為
す
る
意
思
が
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
な
い
●
３
¨

のキ
８
●一Ｒ
，
ｏ【さ
〓
【ｏ一ｏ●
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
第
一
草
案
一
一
六
条
二
項
で
は
、
意
思
が
告
げ
ら
れ
な
か
っ
た
Ｌ
３
一
冒
５
０零
零
Ｆ
●

３
５
と
い
う
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

（
３９
）
ω
８
８

く
話

〓
Ｐ

，

ｏ
需
給
ョ
一８

‘
”
わ̈
【ユ
一８

ビ
８

∪
〓
零
【序
Ｆ

つ
０
の
あ
の
３̈
月
，
な
【
ξ
∽
υ
２
一∽３
８

”
め
３̈
」

”
，

（あ
８
）
∧

Ｚ
８

２
【８
●

８
８

∨

・

∽
　
卜
ヽ
０

（“
）
参
考
ま
で
に
、
提
案
の
原
文
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
本
文
で
掲
げ
た
訳
は
私
訳
に
よ
つ
た
。

【資

２
８

く
と
げ
・
〓

嘘
邸
さ
い
８

Ｚ
筐
Ｂ
ｏ
Ｎ
口
，
Ｂ

簾
〓
・
ユ
ヽ
Ｆ
ざ

●
藷

８
ｂ
気
】

日
こ

ｏ
ｃ
ｏ
，
日
午
Ｆ
，
レ

住
Ｑ
¨
Ｃ
ヨ
●
３

Ｑ
８

Ｎ
ｃ
ｏ
日
員
半
８
８

ヽ
３

‘
ユ
〓

Ｂ

∞
ｏ
●
ｏ
日
日
の
´

Ｑ
”
い
０
め
【
´ヽ
の
Ｆ
】
●
一
０
」
〓
”

の
一∞
ｏ
●
ｏ
●
Ｚ
”
口
ｏ
い
”
め
，
”
ぅ
Ｏ
ｏ
〓
，
”
，
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（
川
『
）

ア
ヽ
Ｃ
ｍ
２
，
い
ヽ
”
　
”
　
０
　
（”
●
　
ω
Ｏ
γ

∽
　
ヽ
ω
ヾ

（４２
）
〓
ｃ
∞
３
●

Ｐ
，
０

つ
●
３
ン
，
お
ヽ

第
二
款
　
学
説
の
議
論

最
初
に
、
学
説
の
状
況
を
概
観
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
が
分
か

れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
が
通
説
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
。
次
い
で
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
の
内
部
で
、

こ
の
場
合
の
取
消
権
者
が
本
人
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
代
理
人
で
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
、
議
論
が
分
か
れ
て
い
る
。

一　
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解

（
一
）

錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
の
根
拠

顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
、
学
説
で
は
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
が
通
説
で
あ
る
。
こ
う

し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
は
及
ば
ず
、
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る
一
般
規
定
が
適
用
さ
れ
、
と
り
わ
け

錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
立
場
が
採
ら
れ
て
い
奏
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
諸
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
文
言
の
限
定
性
と
い
う
形
式
的
理
由
で
あ
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
は
、
代
理
意
思
は
あ
っ
た
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の
に
顕
名
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限

っ
て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
の
場
合
で
あ
る
、
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な
か
っ

た
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
。
何
ら
の
規
定
も
な
い
以
上
、
こ
の
場
合
に
は
意
思
表
示
の
瑕
疵
に
関
す
る

一
般

規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
理
由
づ
け
は
、
こ
の
場
合
に
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
者
の
ほ
ぼ
す
べ
て

に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
か
ら
の
実
質
的
理
由
で
あ
る
。
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
論
者
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の

趣
旨
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
異
な
る
理
解
を
し
て
い
る
。
あ
る
論
者
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
は
代
理
人
を
法
律
行
為
の
他
方
当
事

者
と
信
じ
た
相
手
方
の
信
頼
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
別
の
論
者
は
、
間
接
代
理
と
な
ら
ん
で
直
接
代
理
制
度
が

採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
場
合
に
こ
の
二
つ
の
制
度
の
ど
ち
ら
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
が
不
明
確
に
な
ら
な
い
よ
う
、
両

者
の
間
を
明
確
に
線
引
き
し
、
不
明
確
性
を
除
去
す
る
こ
と
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
す
る
Ｂ

Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
は
、
代
理
意
思
は
あ
っ
た
の
に
顕
名
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
の
み
あ
て
は
ま
り
、
顕
名
さ
れ
た
の
に

代
理
意
思
は
な
か
っ
た
場
合
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
単
純
に
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
は
、
疑
間
の
余
地
が
あ
る
。

ま
ず
、
相
手
方
保
護
と
い
う
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
の
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
が
、
自
ら
と
現
実
に
法
律
行
為
を
お
こ
な
っ
た
者
が
そ
の
法
律
行
為
の
他
方
当

事
者
で
あ
る
、
と
い
う
信
頼
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
代
理
人
の
行
為
の
相
手
方
が
、
自
ら
の
他
方
当
事
者
は
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
信

頼
を
抱
く
の
は
、
顕
名
が
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
な
い
。
顕
名
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
手
方
は
、
そ
の
法
律
行
為
の
他
方
当
事
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者
は
頭
名
に
よ
り
名
を
挙
げ
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
と
信
頼
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
を
相
手
方
の

保
護
と
捉
え
る
場
合
、
こ
の
趣
旨
は
、
頭
名
が
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
と
考
え
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
直
接
代
理
と
間
接
代
理
の
区
別
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
理
由
づ
け
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
こ

の
立
場
の
論
者
に
よ
る
説
明
は
や
や
簡
略
で
あ
り
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
顕
名
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
外
観
上
は
現
実
の
行
為
者
に
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
も
の
と
し
て
お

こ
な
わ
れ
た
意
思
表
示
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
者
が
直
接
代
理
に
よ
る
法
律
関
係
の
形
成
を
欲
し
て
い
た
と
し
て
意
思
表
示
の
瑕
疵
を
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
も
と
も
と
間
接
代
理
に
よ
る
法
律
関
係
の
形
成
が
欲
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
実
際
に
は

そ
の
行
為
者
が
自
ら
の
た
め
に
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
べ
く
行
為
し
て
い
た
場
合

一
般
に
つ
い
て
、
錯
誤
取
消
し
の
主
張
の
可
能
性
が

あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
際
に
取
消
し
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
結
論
と
し
て
取
消
し
が
認
め
ら

れ
な
い
と
し
て
も
取
消
し
を
求
め
る
旨
の
主
張
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
紛
争
が
発
生
し
う
る
。
意
思
表
示
の
一
般
規
定

を
適
用
す
る
こ
と
と
す
る
と
、
こ
う
し
た
帰
結
を
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
間
接
代
理
制
度
と
併
存
し
て
代
理
制
度
を
採
用
し
た
こ
と

に
と
も
な
う
取
引
上
の
危
険
を
取
り
除
く
こ
と
で
代
理
制
度
の
信
用
を
維
持
す
る
た
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
を
お
く
こ
と
で
そ
の

適
用
が
排
除
さ
れ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
す
る
場
合
、
代
理
制
度
を
お
い
た
こ
と
に
よ
る
取
引
上
の
危
険

を
取
り
除
き
、
代
理
制
度
の
信
用
を
維
持
す
る
と
い
う
趣
旨
は
、
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

妥
当
す
る
と
考
え
る
余
地
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
取
消
し
の
可
能
性
が
問
題
と
な
る

の
は
、
現
実
の
行
為
者
に
、
本
人
に
直
接
に
効
果
帰
属
さ
せ
る
意
思
と
自
己
に
法
律
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
意
思
の
二
通
り
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
に
よ
る
。
こ
う
し
た
可
能
性
が
行
為
者
に
存
在
す
る
の
は
、
代
理
制
度
が
間
接
代
理
制
度
と
併
存
し
て
お
か
れ
た
こ
と
に
と
も
な
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う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
錯
誤
取
消
し
の
主
張
の
可
能
性
を
認
め
る
と
す
る
と
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
お
い
て
い

た
ず
ら
に
紛
争
が
生
じ
か
ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
も
、
間
接
代
理
制
度
と
併
存
し
て
代
理
制
度
を
採
用
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
取

引
上
の
危
険
が
生
じ
う
る
と
い
う
点
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
問
題
状
況
と
、
前
提
を
同
じ
く

す
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
直
接
代
理
と
間
接
代
理
の
区
別
を
明
確
に
し
、
代
理
制
度
の
信
用
を
維
持
す
る
と
い
う
趣

旨
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣

旨
が
及
ぶ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
頭
名
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
代
理
意
思
は
あ
っ
た
と
い
う
場
合
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
は
及
ば
な
い
、
と

い
う
主
張
は
、
必
ず
し
も
説
得
力
を
も
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
主
張
を
支
え
て
い
る
の
は
、
結
局
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四

条
二
項
の
文
言
の
限
定
性
と
い
う
形
式
的
な
理
由
だ
け
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
文
言
の
限
定
性
を
根
拠
と
す
る
背
景
に

は
、
そ
れ
ほ
ど
明
言
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
定
が
意
思
表
示
の
一
般
規
定
の
適
用
を
排

除
し
て
い
る
こ
と
の
正
当
性
に
対
す
る
疑
念
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）

取
消
権
者
が
誰
で
あ
る
か
に
関
す
る
議
論

次
に
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
に
お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
活
発
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
場
合
に
取
消
権
が
誰
に
認
め
ら
れ
る
か
に

関
し
て
、
議
論
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
代
理
人
が
代
理
権
の
範
囲
内
で
意
思
表
示
を
し
た
場
合
を
前
提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
検

討
す
る
。
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（ｉ
）
取
消
権
は
本
人
に
あ
る
と
す
る
見
解

ま
ず
、
取
消
権
は
本
人
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
“
。
こ
の
見
解
は
、
代
理
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
代
理
人
が
お
こ
な
っ
た

意
思
表
示
か
ら
生
ず
る
法
律
効
果
は
す
べ
て
本
人
に
帰
属
す
る
こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
つ
ま
り
、
相
手
方
に
対
す
る
法
律
行
為
上
の
権
利

や
義
務
が
本
人
に
帰
属
す
る
の
と
同
様
に
、
取
消
権
も
ま
た
本
人
に
帰
属
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（五
）
取
消
権
は
代
理
人
に
あ
る
と
す
る
見
解

こ
れ
に
対
し
て
、
取
消
権
は
代
理
人
に
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
範
。
こ
の
見
解
は
、
本
人
に
取
消
権
を
認
め
る
と
し
て
も
、
こ
の
場
合

に
お
い
て
本
人
に
は
錯
誤
取
消
し
を
求
め
る
理
由
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
に
代
理
人
の
錯
誤
は
本
人
に
と
っ
て
錯
誤
の
重
大

性
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
本
人
に
は
取
消
権
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
本
人
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
見
解
は
、
取
消
権
が
本
人
に
認
め
ら
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
語

っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
な
ぜ
取
消
権
が
代
理
人

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。
取
消
し
の
原
因
と
な
る
事
情
が
代
理
人
の
錯
誤
に
基
づ
く
こ

と
か
ら
、
取
消
権
も
代
理
人
に
認
め
る
こ
と
に
な
る
の
が
当
然
だ
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

取
消
権
者
を
め
ぐ
る
議
論
の
検
討
は
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
な
い
見
解
か
ら
の
批
判
と
あ
わ
せ
て
、
項
を
改
め
て
お
こ
な
う
こ
と
と
す

ラム）。二
　
錯
誤
取
消
し
を
認
め
な
い
見
解

錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
以
上
の
通
説
的
見
解
に
対
し
て
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
な
い
見
解
も
、
少
数
な
が
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
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立
場

の
論
者

と
し

て
、

フ
イ
ケ

ン
チ

ヤ
ー

〈
〓
２
置
営
”
コ
澪
●
一６
諭

じ
ヽ

ラ
ー
レ
ン
ツ
／
ヴ
オ
ル
フ

（不
〓
け
Ｒ
９
ミ
〓
営
守
＆

ダ
ｏヽ
じ
＾
，
）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
犯
。
両
者
は
と
も
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
を
同
項
が
明
示
的
に
は
規
律
し
て
い
な
い
場
合
に
も
及
ぼ

そ
う
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
態
度
は
、
通
説
に
つ
い
て
指
摘
し
た
の
と
は
逆
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律

を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
錯
誤
取

消
し
を
認
め
な
い
と
す
る
理
由
づ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）

フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解

〈
“
）

フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
は
、
代
理
意
思
の
要
否
に
つ
い
て
、
外
見
上
の
代
理
Ｐ
序
い日
ｏ●
８
Ｒ
Ｆ
に
関
す
る
検
討
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
有
権
代

理
に
関
す
る
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
本
来
は
無
権
代
理
で
あ
る
も
の
の
本
人
が
代
理
人
の
行
為
の
効
果
の
引
受
け
を

拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
関
す
る
議
論
が
、
権
利
外
観
上
の
代
理
”
ｏ多

∽̈∽争
①い樹
６
〓日
器
耳
と
い
う
用
語
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
て

お
り
、
外
見
上
の
代
理
は
そ
の
う
ち
の
類
型
の
一
つ
で
あ
る
。
外
見
上
の
代
理
と
は
、
本
人
が
代
理
人
の
行
為
を
知
ら
な
い
が
、
取
引
上

必
要
な
注
意
を
す
れ
ば
そ
れ
を
知
り
、
か
つ
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
お
い
て
、
本
人
が
そ
の
行
為
の
効
果
の
引
受
け
を
拒
む
こ
と

が
で
き
な
い
と
す
る
法
理
で
あ
委
。

外
見
上
の
代
理
に
つ
い
て
の
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
考
え
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
代
理
意
思
を
外
見
上
の
代
理
が
成
立
す

る
た
め
の
要
件
と
す
る
と
、
代
理
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
見
上
の
代
理
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

外
見
上
の
代
理
の
成
立
に
よ
っ
て
本
人
が
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
の
は
、
権
利
外
観
の
存
在
に
よ
り
、
取
引
の
保
護
の
必
要
性
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
権
利
外
観
の
存
在
に
よ
り
取
引
の
保
護
の
利
益
が
ま
さ
に
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
意
思
が
欠
け
て
い
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る
こ
と
に
よ
り
外
見
上
の
代
理
の
成
立
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
代
理
意
思
が
取
引
の
利
益
に
優
先
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
は
不
合
理
で
あ
ろ
う
。
外
見
上
の
代
理
の
法
理
を
認
め
る
と
す
る
と
、
外
見
上
の
代
理
の
成
立
に
よ
り
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
本
人
の
意
思
で
す
ら
、
取
引
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
問
題
と
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
代
理
人
の
意
思
は
い
っ
そ
う
問
題
と
さ
れ

る
は
ず
が
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
は
、
外
見
上
の
代
理
の
場
合
に
つ
い
て
、
代
理
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ

と
は
本
人

へ
の
効
果
帰
属
の
発
生
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
は
、
以
上
の
よ
う
な
外
見
上
の
代
理
に
関
す
る
理
解
を
、
有
権
代
理
に
つ
い
て
も
及
ぼ
そ
う
と
す
死
。
フ
イ
ケ
ン

チ
ャ
ー
は
、
外
見
上
の
代
理
に
つ
い
て
述
べ
た
代
理
意
思
を
顧
慮
す
る
こ
と
の
不
当
性
が
、
有
権
代
理
の
場
合
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
根

拠
と
し
て
、
相
手
方
の
保
護
の
問
題
と
本
人
へ
の
確
定
的
な
効
果
帰
属
の
妥
当
性
の
問
題
に
着
日
し
て
、
有
権
代
理
の
場
合
に
も
本
人
ヘ

の
効
果
帰
属
に
と
っ
て
代
理
意
思
は
問
題
に
な
ら
な
い
と
す
る
。

ま
ず
、
相
手
方
の
保
護
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
代
理
人
が
作
出
す
る
外
観
を
相
手
方
の
視
点
か
ら
眺
め
る
と
、
有
権

代
理
の
場
合
も
、
外
見
上
の
代
理
の
場
合
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
相
手
方
の
保
護
の
必
要
性
は
、
外
見
上
の
代

理
の
場
合
と
有
権
代
理
の
場
合
と
で
変
わ
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
、
外
見
上
の
代
理
の
場
合
に
代
理
人
の
代
理
意
思
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
以
上
、
有
権
代
理
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
本
人
へ
の
確
定
的
な
効
果
帰
属
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
代
理
意
思
が
顧
慮
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
頭
名

あ
り
と
い
う
外
観
に
反
し
て
代
理
人
が
自
己
に
法
律
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
欲
し
て
行
為
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
行
為
の
効
果
は
本

人
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
人
は
、
自
ら
が
授
与
し
た
代
理
権
に
相
応
す
る
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
、
当
然
に
覚

悟
す
べ
き
で
あ
る
。
代
理
人
の
意
思
表
示
に
対
応
し
た
代
理
権
が
欠
け
て
い
る
場
合
で
も
本
人

へ
の
効
果
帰
属
が
生
じ
る
の
だ
か
ら
、
代
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理
人
に
代
理
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
な
お
さ
ら
、
本
人
へ
の
効
果
帰
属
を
妨
げ
る
必
要
は
な
い
。

こ
う
し
た
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解
に
対
し
て
は
、
外
見
上
の
代
理
と
有
権
代
理
を
混
同
し
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

外
見
上
の
代
理
は
、
権
利
外
観
に
対
す
る
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
の
た
め
に
、
本
人
の
意
思
表
示
を
権
利
外
観
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ャ
ー
は
、
有
権
代
理
に
お
い
て
、
代
理
人
の
意
思
表
示
を
権
利
外
観
に
よ
っ
て
置
き
換
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
両
者
は
問
題
状
況
を
異
に
し
て
お
り
、
外
見
上
の
代
理
の
議
論
を
有
権
代
理
の
議
論
に
応
用
し
て
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で

き
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
樋
。

こ
の
批
判
は
、
当
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
外
見
上
の
代
理
の
法
理
は
、
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
の
た
め
に
本
人
の
意
思
が

顧
慮
さ
れ
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
代
理
人
の
意
思
も
顧
慮
さ
れ
な
い
か
ど
う
か
は
別
個
の
考
察
を
要
す
る
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
を
か
わ
し
、
こ
こ
で
の
問
題
に
つ
い
て
フ
イ
ケ
ン
チ
ャ
ー
の
よ
う
に
外
見
上
の
代
理
と
有
権
代
理
と
の
対
比
に

意
味
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
外
見
上
の
代
理
に
お
い
て
代
理
人
の
意
思
が
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
論
拠
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
そ
の
論
拠
が
有
権
代
理
に
も
妥
当
す
る
か
ど
う
か
を
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解
に

お
い
て
、
こ
の
点
が
充
分
に
考
察
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

本
人
へ
の
効
果
帰
属
に
つ
い
て
本
人
の
意
思
で
す
ら
顧
慮
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
代
理
人
の
代
理
意
思
は
い
っ
そ
う
顧
慮
さ
れ
な
い
、
と

説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
は
、
本
人

へ
の
効
果
帰
属
に
関
し
て
代
理
意
思
は
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
自
明
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解
の
背
後
に
は
、
外
見
上
の
代
理
の
法
理
を

手
が
か
り
と
し
て
、
代
理
行
為
の
相
手
方
の
保
護
の
た
め
に
、
本
人

・
代
理
人
側
の
事
情
に
つ
い
て
、
そ
の
意
思
で
は
な
く
、
表
示
に
よ
っ

て
表
れ
た
外
形
に
よ
っ
て
法
律
関
係
を
確
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
発
想
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
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解
の
評
価
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
基
本
的
な
発
想
を
ど
う
評
価
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）

ラ
ー
レ
ン
ツ
／
ヴ
オ
ル
フ
の
見
解

フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解
と
異
な
り
、
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
が
本
人
の
法
的
地
位

へ
の
不
当
な
介
入
に
な
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
な
い
と
主
張
す
る
の
が
、
ラ
ー
レ
ン
ツ
／
ブ
オ
ル
フ
の
見
解
で
あ
ゎ
。
こ
の
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
と
は
逆
の
場
合
に
つ
い
て
も
錯
誤
取
消
し
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
理
由
に
つ
い
て
、
も
し
こ
れ
を
認
め
る
と
す
る
と
、
本
人

は
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
二
二
条
に
よ
る
信
頼
利
益
の
賠
償
請
求
権
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
法
的
地
位

へ
も
介
入
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
の
意
思
表
示
が

代
理
権
の
範
囲
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
顕
名
も
さ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
の
意
思
表
示
の
効
果
は
、
本
人
と
相
手
方
と
の
間
に

生
じ
る
。
こ
の
意
思
表
示
が
本
人
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
る
と
す
る
と
、
本
人
は
自
己
の
意
思
で
法
律
関
係
を
変
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
法
的
地
位
に
関
し
て
他
人
の
介
入
を
受
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
法
的
地
位
に
つ
き
他
人
の
介
入
を
受
け
る
の
は
、
相

手
方
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
代
理
人
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
る
と
す
る
と
、
本
人
と
相
手
方
の
双
方
と
も
、
法
的
地
位

へ
の
他

人
に
よ
る
介
入
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
い
っ
た
ん
成
立
し
た
意
思
表
示
が
錯
誤
を
理
由
に
取
り
消
さ
れ
る
場
合
、
相
手
方

は
、
そ
の
意
思
表
示
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
信
頼
し
た
こ
と
に
よ
り
被

っ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
二
二

条

一
項
）。
こ
れ
に
よ
り
、
相
手
方
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
信
頼
利
益
の
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
で
一
定
の
配
慮
が
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
人
は
、
こ
の
よ
う
な
賠
償
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
法
的
地
位
に
不
当
に
介
入
を
受
け
る
こ
と
に
な

′つ
。
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こ
の
よ
う
に
、
こ
の
見
解
は
、
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
の
不
都
合
性
に
着
日
し
て
、
本
人
へ
の
直
接
の
効
果
帰
属
に
は
代
理

意
思
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
、
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
は
、
本
人
に
取
消

権
を
認
め
る
こ
と
の
不
都
合
性
に
つ
い
て
は
論
じ
て
お
ら
ず
、
本
人
に
取
消
権
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の

見
解
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

〓
一　
検
討

（
一
）

取
消
権
者
に
関
す
る
議
論

錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
る
通
説
の
う
ち
、
取
消
権
を
代
理
人
に
認
め
る
見
解
は
、
積
極
的
に
自
説
を
根
拠
づ
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
自
体
と
し
て
説
得
力
に
欠
け
る
面
が
あ
る
。
代
理
が
成
立
す
る
場
合
、
代
理
行
為
に
基
づ
く
法
律
効
果
は
す
べ
て
本
人
に

生
じ
る
こ
と
が
、
代
理
の
原
則
で
あ
る
。
か
り
に
こ
の
場
面
に
お
い
て
本
人
に
は
取
消
権
を
行
使
す
る
理
由
に
乏
し
く
、
あ
る
い
は
本
人

か
ら
み
る
と
錯
誤
の
重
大
性
が
欠
け
て
い
る
と
し
て
も
、
錯
誤
に
基
づ
く
取
消
権
だ
け
が
本
人
で
は
な
く
代
理
人
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
理
論
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
否

定
す
る
見
解
の
一
部
が
指
摘
し
て
い
た
、
本
人
の
法
的
地
位

へ
の
不
当
な
干
渉
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
の
要
件
が
揃
っ
た
場
合
、
そ

れ
に
よ
っ
て
本
人
と
相
手
方
の
間
に
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
法
律
関
係
を
取
消
し
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
人
の
法

的
地
位

へ
の
不
当
な
干
渉
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
れ
を
不
当
で
な
い
と
い
う
た
め
に
は
、
代
理
人
自
身
に
、
こ
の
行
為
を
取
り
消
す

固
有
の
利
益
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
て
も
、
代
理
人
は
、
行
為
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
の
効
果
が
代
理
人
自
身
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
も
、
自
身
に
帰
属
さ
せ
る
よ
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う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
。
結
局
、
代
理
人
に
よ
る
取
消
し
は
、
代
理
人
自
身
の
利
益
に
ほ
と
ん
ど
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
代
理
人
が
代
理
権
の
範
囲
内
で
意
思
表
示
を
お
こ
な
つ
た
限
り
に
お
い
て
は
、
代
理
人
に
取

消
権
を
認
め
る
根
拠
は
、
理
論
的
に
も
実
際
上
も
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

他
方
で
、
取
消
権
を
本
人
に
認
め
る
こ
と
に
も
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
代
理
人
が
代
理
権
の
範
囲
内
で
意
思
表
示
を
し
た
場

合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
人
が
代
理
権
授
与
に
よ
り
目
指
し
た
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
人
に
こ
の
意
思
表
示
の
取
消

し
を
認
め
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
場
合
に
、
本
人
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
は
、
本
人
に
、
代
理
行

為
後
の
事
情
の
変
化
を
み
て
、
法
律
関
係
を
維
持
す
る
か
否
定
す
る
か
の
選
択
権
を
与
え
る
結
果
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
本
人
が
相
手
方

と
の
間
で
土
地
を
買
い
入
れ
る
契
約
を
代
理
に
よ
っ
て
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
後
に
土
地
の
価
値
が
売
買
契
約
の
締
結
時
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
契
約
の
効
力
を
維
持
し
、
土
地
の
価
値
が
売
買
契
約
締
結
時
を
下
回
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
は
錯
誤
取
消
し
を
主
張

し
て
契
約
の
効
力
を
否
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
本
人
に
認
め
る
こ
と
は
適
当
と
は
い
い
難
い
。

ま
た
、
相
手
方
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
代
理
の
場
合
に
こ
う
し
た
不
安
定
な
地
位
を
強
い
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
、
納
得
の
い
く
論
拠
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
認
め
る
と
、
代
理
行
為
の
相
手
方
に
な
る
者
に
と
っ
て
代
理
制
度
は
危
険
な
も
の
と
な
る
。

そ
う
す
る
と
、
取
引
社
会
に
お
い
て
、
代
理
人
を
用
い
る
者
と
の
間
で
は
法
律
行
為
を
お
こ
な
う
こ
と
が
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ひ

い
て
は
代
理
制
度
そ
の
も
の
の
有
用
性
や
信
用
性
が
毀
損
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
る
見
解
に
お
い
て
、
取
消
権
を
誰
に
認
め
る
か
に
関
す
る
議
論
は
、
い
ず
れ
の

立
場
の
主
張
も
そ
れ
ぞ
れ
難
点
を
抱
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
も
そ
も
こ
の
場
合
に
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う

か
を
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（二
）

錯
誤
取
消
し
の
可
否
に
関
す
る
議
論

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
に
つ
い
て
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見

解
と
認
め
な
い
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
文
言
の
限
定
性
と
い
う

形
式
的
理
由
と
、
そ
の
文
言
の
限
定
性
に
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨

（相
手
方
の
保
護
ま
た
は
代
理
制
度
の
信
用
の
維
持
）
に
照

ら
し
て
実
質
的
理
由
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
実
質
的
理
由
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
説
得
的
な
論
拠
と
は

い
え
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
錯
誤
取
消
し
を
認
め
な
い
見
解
は
、
こ
の
場
合
に
錯
誤
取
消
し
を
認
め
る
こ
と
の

不
当
性
を
問
題
に
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
対
立
の
背
景
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律
に
正
当
性
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
対

す
る
評
価
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律
に
正
当
性
を
認
め
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
だ
け
に
着
目
す
る
こ
と
で

は
不
充
分
で
あ
り
、
代
理
制
度
全
体
の
な
か
で
こ
の
規
律
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
と
の
関
係
で
最
も
重
要
な
代
理
法
の
原
理
は
、
同
項
が
ま
さ
に
前
提
と
し
て
い
る
頭
名
主
義
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
顕
名
主
義
の
意
義
の
理
解
と
の
関
係
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
う
る
か
を
検
討
す
る
。

頭
名
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
全
体
の
明
確
性
の
確
保
と
捉
え
る
見
解
と
、
代

理
行
為
の
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
に
限
ら
れ
る
と
す
る
見
解
と
が
、
互
い
に
有
効
な
批
判
を
向
け
合
う
こ
と
な
く
並
立
し
て
い
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
二
つ
の
見
解
の
そ
れ
ぞ
れ
を
前
提
と
す
る
と
、
こ
の
問
題
が
ど
う
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
頭
名
主
義
の
意
義
は
代
理
行
為
の
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
に
限
ら
れ
る
と
す
る
見
解
か
ら
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
相
手
方
は
、
自
ら
の
他
方
当
事
者
と
な
る
者
が
誰
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
に
利
害
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
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相
手
方
が
知
る
こ
と
に
利
害
を
有
し
て
い
る
の
は
、
売
買
契
約
に
お
け
る
目
的
物
や
代
金
な
ど
と
い
っ
た
、
意
思
表
示
の
そ
の
他
の
要
素

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
代
理
以
外
の
場
合
は
も
と
よ
り
、
代
理
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
意

思
表
示
の
一
般
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
代
理
の
場
合
に
、
他
方
当
事
者
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
だ
け
、
意
思
表
示

の
一
般
規
定
が
定
め
て
い
る
規
律
を
超
え
て
、
そ
の
信
頼
が
い
か
な
る
場
合
に
も
裏
切
ら
れ
な
い
と
す
る
こ
と
に
、
合
理
的
な
理
由
を
見

い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律
に
実
質
的
な
根
拠
は
見
い
だ
し
難

く
、
そ
の
適
用
範
囲
を
で
き
る
だ
け
限
定
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
が
定
め
て
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣

旨
は
及
ば
な
い
、
と
す
る
考
え
方
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
顕
名
主
義
は
た
ん
に
相
手
方
の
信
頼
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
ひ
ろ
く
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
全
体
の
明

確
性
を
確
保
す
る
た
め
に
あ
る
と
す
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
顕
名
の
有
無
に
よ
っ
て
法
律
関
係
を

一
義
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
、
本
人
の
法
定
地
位

へ
の
不
当

な
介
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
結
果
を
み
て
か
ら
事
後
的
に
行
為
の
有
効
性
を

一
方
的
に
判
断
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
不
安
定
な
地
位
か
ら

相
手
方
を
解
放
し
、
ひ
い
て
は
代
理
制
度
全
体
の
信
用
を
維
持
す
る
た
め
に
、
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
は
、
顕
名

が
な
い
場
合
に
法
律
関
係
を
そ
の
と
お
り
に

（
つ
ま
り
、
代
理
人
を
当
事
者
と
す
る
こ
と
に
）

一
義
的
に
確
定
す
る
点
で
、
積
極
的
に
評

価
す
べ
き
規
律
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
は
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
は
な

か
っ
た
と
い
う
場
合
に
も
及
び
、
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
４３

）

て

日

お

，
ω
●
９

ズ
び
ヨ

日

め
，

鷺

Ｎ
Ｅ
Ｂ

”
‘
“

Ｒ

【一ｏ
Ｆ
め
●

０
０

２

●
０
●
ｏ
く

∽
ｏ
，
轟

８

ヨ

ヽ
Ｐ

，

０
人

”
，

Ｎ
ｅ

ヽ

ｏ

８

一

２

Ｐ

ｏ
Ｐ

い

く
ｏ
●

摯

”
ｃ
ε

口
”
９

∽
＾
ｏ
日

８

ｏ
日

営

゛
日

●

”
自
患
お

呂

。

ぉ
●

。

２

の
に

σ
ｃ
ｇ

ヽ

‘
σ
め
，

時

２

ｏ
ｏ
●

庁

０

一

ゆ

】
０
卜

”
Ｐ

Ｎ
一

∽
ｏ
Ｒ

零

く

ｒ
ｐ

こ

口

ど

，

Ｐ

Ｏ

η

Ｐ

Ｎ
ｅ

ヽ

ｏ

】
０
一

″
Ｐ

に

ヽ
”

営

ま

ｏ
“

Ｑ

ヽ

空

ヒ

●

＾
ｏ
日

宮

め
巨

営

さ

日

”
〓

錦

■

ｏ
層
５

０
２
ｏ
●
び
嘔
ｏ
ｔ

く

ｏ̈
，
お

一
く
Ｌ
ｏ
口
，

Ｆ

”
Ｆ

■

，

＞
ｃ
Ｐ

Ｓ
曰

０
・
ｏ
８

卜
″

ｒ
ミ

ｔ
Ｆ

，

８

じ
８
●
リ
ト

●
υ
Ｏ

Ｌ
暦

ｏ
日
の
●̈
０
曰
と

Ｏ
ａ

●
め
⊆
お
の
口
ｏ
●
０
口
』
”
め
Ｌ
け
，
ｏ
●
”
Ｏ
ｏ
，
ア
ヽ
や

ω
３

ヽ
国
笙
が
ｏ
０
０
】
∞
ン

∽

ω
卜
ρ

Ｏ
●
つ
ｏ
い
ｏ
Ｏ
目
｝
ヮ
認
一
０
●
‘
ω
“

‘ヽ
【ｍ
２
日
，
口
ｏ
「
ｎ
ｇ
一
Ｑ
の
∽
”
Ｓ
凛
「
■
●
Ｆ
う
●
”
の
ｏ
，
３
ヽ
Ｎ

”
ヽ
ヽ

一
，

＞
ｃ
■

合
８

０
Ｙ

め
ヽ

∞

目

や

〓

”
“
中
＆

口

ｏ
Ｏ

Ｎ
」
ｏ
国
営

Ｏ̈
ｏ
Ｆ

，
日
Ｒ

今
ｏ
自
Ｑ
ｏ
日

Ｚ
ヽ
日
の
０
１

］
０
，
Ｎ

卜
，

お

い

・
―

ヽ
嘔
∽

３

Ｓ

・
∽

８

９

〓

一
”

「
【ｃ
日
ｐ

”

Ｐ
Ｏ
■
●
器
）・
ｏ
ミ

日

（
“

）

〓

日

３

８

ｑ

び

ロ
ロ

８

母

饉

日

り
，

”
Ｏ
Ｌ

３

８

，

∽
ξ

ぴ
【

ミ

，

羊

営

巨

ヽ

Ｐ

Ｏ

つ

コ
ζ

ｐ

一

】
Ｒ

Ｐ

３

゛

∽
彗

曇

お

，

パ

ヨ

員

ド

霞

管

目

”
書

讐

澪

ｒ
Ｓ

０
８
ｏ一３
湾
く

イ
匡
Ｆ
８
」
Ｌ

Ｏ

翁
´
お
〉
め
８
主
召
Ｌ
ド
同
項
に
対
す
る
こ
う
し
た
理
解
は
、
す
で
に
み
た
立
法
時
の
議
論
で
は
、
必
ず
し
も
現
れ
て

い
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
４５

）

ｒ

ｇ

器
く

ｒ
３

静

●

”

Ｐ

ｏ

翁

●
ζ

ｐ

ゆ
員
ド

″

Ｌ̈

●

ロ
ロ
日
ｏ
し

ヽ

０

３

つ
ζ

◆

ｏ
ミ

日

ま

た

、

●
“

”
〓

器
【
Ｆ

序

Ｏ
ｏ
一
ｏ
一じ

胃

，
日
３

２
８

８

『
９

ω
Ｏ
」
●
０
″
ユ
０
，
■
”
』
●
∞
Ｏ
ｏ
「
”
の
ｏ
，
α
τ
【
（
口
●
●
”
Ｑ
ｏ
一
”
ユ
ｏ
，
総
”
■
ｏ
，
ａ

ｃ
●
ヽ
２
わ
∽
”
ｃ
●
２
の
φ
”
ｏ
一
８
，
デ
，
ｏ
ヽ
ｏ
∽
（
を
Ｏ
”
＾
ヽ

Ｕ
Ｌ
●
〓

∽
ｏ̈
「
め
，

り
，
Ｄ
２
時
ヽ
●

↓
ε
〓
】
ド

＞
ｃ
一

《
ｔ
ｅ
ヽ
ゆ
【Ｒ

，
Ｐ
∞
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
代
理
制
度
は
有
用
性
が
確
保
さ
れ
る
と
述
べ
る
の
も
、
同
旨
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
理
解
は
、
表
現
こ
そ
違
い
が
あ
る
が
、
立
法
時
に
同
項
の
制
定
を
基
礎
づ
け
た
発
想
に
近
い
も
の
と
い
え
る
。
実
際
、
フ
ル
ー
メ
は
、
立
法
時
の
理

由
づ
け
を
引
用
し
た
上
で
、
自
ら
の
理
解
を
展
開
し
て
い
る
。

（“
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
の
規
定
が
あ
る
以
上
、
同
項
が
規
定
す
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
が
封
じ
ら
れ
る
こ
と
は
認
め
た
上
で
、
Ｂ

Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
を
支
え
る
正
当
な
理
由
は
な
く
、
立
法
論
と
し
て
は
、
代
理
人
の
意
思
の
推
定
に
と
と
め
る
と
い
う
Ｂ
Ｇ
Ｂ
立
法
段
階
で
退
け
ら
れ

た
提
案
が
正
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
言
す
る
見
解
と
し
て
、
”
０８
３
Ｐ
，
”
ｏ
共
Ｆ
・ζ
Ｏ）ヽ
，
さ
０
い
ま
た
、
同
項
の
正
当
性
を
疑
間
視
す
る
近
時
の
見
解

と

し

て

、

口

ｏ
【
営̈

Ｐ

５

一
ヽ
ω
一
お

■

３̈

０

ｏ
ｏ
８

一
３

月

Ｆ

と

に
ｏ
８

め
，

９

ｎ
ｇ

卜

＞
邑

共

８

お

）

の
５

”
〕

る

が

あ

る

。
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49  48 （４７
）
代
理
人
の
行
為
が
、
無
権
代
理
で
か
つ
表
見
代
理
も
成
立
し
な
い
場
合
に
は
、
代
理
に
よ
る
法
律
効
果
が
本
人
に
生
じ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場
合
に

は
、
次
の

（ｉ
）
で
み
る
よ
う
に
、
取
消
権
を
本
人
に
認
め
る
見
解
が
よ
っ
て
立
つ
前
提
が
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
代
理
人
に
取
消
権
を
認

め
る
実
益
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注

（６０
）
を
参
照
。

６

Ｒ

冒

Ｆ

，

Ｐ

ｏ
共
，

〓
お

）
ヽ
，

ω
ふ

ヽ
∽
８

【
零

く

０
８

８

Ｐ

，

，

０

（
ョ

蓼

）

ｏ
８

主

Ｆ

ニ

ド

ｇ

，
お
ｒ
ド
ロ

ス
０
日
ヨ
０
口
●
【
２
目
¨
”
，
咬
ニ
ド
ｒ
鰤

（
″
総
，
０
宍
け
ヽ
望
■
〓
ヨ
日
ヽ
Ｐ

Ｐ

０

３

，

Ｎ
ｅ
・
ｏ
３

一
″
Ｐ

８

ヽ
密

目

Ｆ
温

２ヽ

バ
】
日
お
日
■
ヽ
∽
ｏ
〓
Ｆ
Ｒ
ｒ
Ｐ

，
０
（コ

お
）二

【Ｒ

″

曽
Ｌ
〓
日
のヽ

Ｐ
Ｏ
（Ｆ

Ｎ
）ふ

ミ

日

（５０
）
■
ｏ
、
”８
”
口
Ｆ
口
●
，
Ｐ

ｒ
Ｆ
げ
さ
Ｆ
３
３
一
目
」
で
ご

【̈ｏお
３
８
●
い
，
鳴

【骰

０
３
一
）ヽ
，
■
な
お
、
本
論
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
林
脇

・
前
掲
注

（
７
）
に
そ
の
内
容
が
網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
稿
の
課
題
と
関
係
す
る
限
度
に
お
い
て
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
の
見
解
を
取
り
上
げ
る

こ
と
と
す
る
。

ｒ
鵬
８
ミ
■
ｏ〓
Ｐ
，
０
（コ
Ｌ
９

ｏ
３

”
Ｐ
Ｂ

そ
の
ほ
か
、
Ｐ
ｒ
ａ
ヽ
』言
零
●
ｕ
〓８
Ｆ
“
ｐ

”
●
‘
■
〓
壺
∽
Ｏ
ｏ８
，
３
月
〓
譴

と
』
六
８
〓
〉
一
８
主
α
Ｌ
Ｏ
も
、
錯
誤
取
消
し
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す

る
見
解
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
述
べ
て
い
な
い
。

（５３
）
フ
イ
ケ
ン
チ
ヤ
ー
は
イ
Ｆ
日
くｏ】Ｆ
お
〓
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
現
在
は
と
】∽●Ｆ
日
∽６
Ｆ
“
●Ｆ
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ

る

。

（“
）
も
う

一
つ
の
類
型
が
、
容
認
代
理
Ｏ
ｃ〓
目
鶴
６
ξ
Ｂ
３

で̈
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
人
が
代
理
人
の
行
為
を
知
り
な
が
ら
容
認
し
て
い
る
場
合
に
、
本
人
は
効

果
の
引
受
け
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
で
は
、
わ
が
国
と
異
な
り
、
代
理
行
為
の
相
手
方
に
対
す
る
外
部
的

代
理
権
授
与
が
認
め
ら
れ
て
い
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
七
条

一
項
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
と
わ
が
国
と
で
、
無
権
代
理
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
人
が
効
果
の
引

受
け
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
関
す
る
議
論
の
前
提
や
状
況
は
異
な
っ
て
い
る
。

52  51
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（５５
）
外
見
上
の
代
理
は
、
確
立
し
た
判
例
法
理
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
学
説
上
は
こ
の
法
理
の
承
認
を
否
定
す
る
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本

稿
で
は
こ
の
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（５６
）
「
岸
６・
日
ε
お
”
，
”
０
（『
や
Ｏ
ｅ
・
´
」卜
”

（５７
）
コ
だ
ｏ日
８
，
ｏこ
Ｐ
，
０
ス
コ
Ｐ
い０
・
，
【”

（５８
）
目
。，
Ｐ
，
０
人
″
一
お
）・
∽
〓
，
も
っ
と
も
、
フ
ィ
ケ
ン
チ
ャ
ー
の
見
解
に
対
し
て
こ
う
し
た
実
質
的
な
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
通

説
側
の
論
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
フ
イ
ケ
ン
チ
ャ
ー
の
見
解
を
、
た
ん
に
反
対
説
が
あ
る
と
し
て
紹
介
す
る
の
み
か
、
代
理
意
思
は
代
理
の
要
件
と
し
て
当

然
に
必
要
な
の
で
あ
る
か
ら
フ
イ
ケ
ン
チ
ャ
ー
の
見
解
は
正
当
で
な
い
、
と
い
っ
た
外
在
的
批
判
を
向
け
る
に
す
ぎ
な
い
。

（５９
）
”
Ｒ
８
ミ
‘
ｏ■
，
Ｐ
Ｏ

（コ

い９

ｏ
３

”
，
踪

（６０
）
こ
れ
に
対
し
て
、
代
理
人
が
無
権
代
理
人
と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る

（〓
●
●
３
８
９

】
δ

日

ヨ

ｏ
●
●

『
Ｎ
」
Ｂ

”
，

咬
の
二

ヽ

一の
う

０

９

２

Ｎ
ｇ
お

ど

、
∽
（
ｒ
日

日

日

ヽ
Ｐ

，

０

（
”
”

卜
一
〉

ｏ

い
０
卜

″

Ｐ

８

・
ロ

ユ

●
゛

国

摯

３

ｏ
Ｊ

＞

目
∞
ｏ
日

ｏ
Ｆ

ロ

リ
０
】̈
０
２

”
●
配

ω
ユ
●

澤

】

Ｏ
ｏ８
３^
胃
，
ｏ一ヽ
Ｎ
ヽ
●
８
σ
８
し
ｏ一一ｏけ
，
“
Ｐ
合
８
０〉
の
３

ｏ
ω
”
Ｐ
に
ド
）。
ド
イ
ツ
で
は
、
無
権
代
理
人
が
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
本
人
か
ら

追
認
を
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
相
手
方
の
選
択
に
応
じ
て
履
行
責
任
ま
た
は
損
害
賠
償
責
任
を
負
う

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
七
九
条

一
項
）。
こ
の
責
任
は
無
過
失
責

任
で
あ
る
が
、
た
だ
し
、
無
権
代
理
人
が
自
ら
に
代
理
権
が
な
い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
無
権
代
理
人
の
責
任
は
信
頼
利
益
の
賠
償
に
限
定
さ

れ
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
七
九
条
二
項
）。
そ
こ
で
、
無
権
代
理
人
は
、
自
ら
に
代
理
権
が
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
が
損
害
賠
償
責
任

を
追
及
し
て
き
た
と
き
に
は
、
代
理
行
為
を
錯
誤
を
理
由
に
取
り
消
す
こ
と
で
こ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
、
代
理
人
に
取
消
権
を

認
め
る
実
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
が
履
行
責
任
を
追
及
し
て
き
た
と
き
、
お
よ
び
、
無
権
代
理
人
が
自
ら
に
代
理
権
が
な

い
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
と
き
に
は
、
無
権
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
実
際
上
の
意
味
は
な
い
と
さ
れ
る
。
前
者
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
無
権
代
理
人

が
自
ら
に
代
理
権
が
な
い
こ
と
を
知

っ
て
い
た
場
合
に
は
、
通
常
、
無
権
代
理
人
は
自
己
に
法
律
効
果
を
帰
属
さ
せ
る
べ
く
行
為
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
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る
。
そ
の
た
め
、
相
手
方
か
ら
の
履
行
に
応
じ
、
自
ら
も
相
手
方
に
履
行
を
求
め
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
無
権
代
理
人
が
欲
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
場
合
に
は
、
か
り
に
代
理
行
為
を
錯
誤
に
よ
り
取
り
消
し
て
も
、
無
権
代
理
人
は
錯
誤
の
規
律
に
基
づ
い
て
、
Ｂ
Ｇ

Ｂ
一
七
九
条
二
項
の
責
任
内
容
と
同
様
の
信
頼
利
益
の
賠
償
責
任
を
相
手
方
に
対
し
て
負
う

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
二
二
条

一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
に
も

無
権
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
実
際
上
の
意
味
は
な
い
と
さ
れ
る
）。
た
し
か
に
、
無
権
代
理
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
代
理
行
為
の
効
果
が
本
人
に
帰

属
す
る
余
地
は
な
く
、
し
た
が
つ
て
本
人
に
取
消
権
が
認
め
ら
れ
る
余
地
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
実
益
が
あ
る
の

だ
か
ら
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
は
あ
り
う
る
考
え
方
で
あ
る
。
実
際
、
取
消
権
を
、
有
権
代
理
の
場
合
に
は
本
人
、
無

権
代
理
の
場
合
に
は
代
理
人
に
認
め
る
と
す
る
見
解
も
あ
る

（冒
目
Ｏ
Ｒ
零
ミ
″
こ
ヽ
く
Ｌ
８
，
Ｆ

，
Ｐ
Ｏ

一
ゴ

お
〉
ｏ
８
主
ダ

ミ
）。
し
か
し
な
が
ら
、

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
代
理
人
が
代
理
権
の
範
囲
内
で
意
思
表
示
を
し
た
と
き
に
は
、
代
理
人
に
取
消
権
を
認
め
る
根
拠
に
は
乏
し
い
と

思
わ
れ
る
。

第
四
章
　
日
本
法

へ
の
示
唆

以
上
の
ド
イ
ツ
法
の
議
論
の
検
討
か
ら
、
わ
が
国
の
議
論
に
ど
の
よ
う
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
と
そ
の
射
程

一　
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
の
理
解

ま
ず
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
理
解
と
そ
の
趣
旨
の
射
程
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
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わ
が
国
で
は
従
来
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
と
捉
え
る
見
解
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
理
解
が
唯

一
あ
り
う
る
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
代
理
と
問
接
代
理
の
両
制
度
を
と
も
に
採
用

し
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
生
じ
か
ね
な
い
取
引
上
の
危
険
を
排
除
す
る
た
め
に
、
代
理
人
が
顕
名
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
行
為

の
当
事
者
に
関
す
る
代
理
人
の
意
思
が
表
示
と
異
な
る
と
き
で
あ
っ
て
も
錯
誤
取
消
し
の
可
能
性
を
認
め
ず
に
法
律
関
係
を
確
定
す
る
と

い
う
理
解
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
立
法
を
基
礎
づ
け
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
の
学
説
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
は
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
に
あ
る
と
し
つ
つ
、
錯
誤
無
効
の
主
張
を
認
め
な
い
こ
と
で
法
律
関
係
を

一
義
的
に
確

定
す
る
こ
と
が
こ
の
規
定
の
機
能
で
あ
る
と
述
べ
る
見
解
が
あ
委
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
法
律
関
係
の
一
義
的
な
確
定
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
機
能
な
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
法
律
関
係
の
一
義
的
な
確
定
と
、
そ
れ
に
よ
る
代
理
制
度
の
信
用
の
維
持
を

確
保
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
で
あ
る
と
捉
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
一　
顕
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
の
射
程

ド
イ
ツ
で
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
ま
た
は
代
理
制
度
の
信
用
の
維
持

が
そ
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
と
捉
え
な
が
ら
、
こ
の
趣
旨
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
の
場
合
と
は
逆
の
、
頭
名
さ
れ
た
の
に
代
理
意
思
が

な
か
っ
た
場
合
に
は
及
ば
ず
、
こ
の
場
合
に
は
意
思
表
示
の
一
般
規
定
が
適
用
さ
れ
、
錯
誤
取
消
し
が
認
め
ら
れ
う
る
と
す
る
見
解
が
通

説
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
錯
誤
無
効
の
可
能
性
を
認
め
る
論
者
が
採
る
論
理
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
の
通
説
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
の
錯
誤
無
効
を
認
め
る
見
解
に
対
し
て
も
、
ド
イ
ツ
の
通
説
が
抱
え
る
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
錯
誤
無
効
の
主
張
を
代
理
人
に
認
め
る
こ
と
は
本
人
の
法
的
地
位

へ
の
不
当
な
介
入
に
な
る
、
ま
た
、
錯
誤
無
効
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の
主
張
を
本
人
に
認
め
る
こ
と
は
結
果
を
み
て
か
ら
行
為
の
有
効
性
を
本
人
に
判
断
さ
れ
る
と
い
う
不
安
定
な
地
位
に
相
手
方
を
お
く
こ

と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
代
理
制
度
全
体
の
信
用
が
毀
損
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
い
う
問
題
点
で
あ
る
。

も
つ
と
も
、
ド
イ
ツ
法
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
四
条
二
項
の
趣
旨
は
、
必
ず
し
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
一
定
の
明
確
な
結
論

を
導
く
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
の
規
律
の
正
当
性
に
対
す
る
評
価
が
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
手
が
か

り
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
六
四
条
二
項
が
前
提
と
す
る
頭
名
主
義
の
意
義
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
を
わ
が
国
の
議
論
に
あ
て
は
め
る
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
規
律
の
正
当
性
を
、
頭
名
主
義
の
意
義
と

の
関
係
で
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
顕
名
主
義
の
意
義

わ
が
国
に
お
い
て
は
従
来
、
顕
名
主
義
の
意
義
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
見
解
に
よ
っ
て
大
勢
が
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
つ

て
よ
い
。　
一
つ
は
、
代
理
効
の
根
拠
は
効
果
意
思
た
る
代
理
人
の
代
理
意
思
に
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、
相
手
方
の
あ
る
法
律
行
為
の
場
合

に
は
、
効
果
意
思
が
そ
の
内
容
ど
お
り
の
法
的
効
果
を
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
そ
の
表
示
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
ま
さ
に
こ
の
効
果
意

思
の
表
示
に
あ
た
る
の
が
頭
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
頭
名
は
、
法
律
行
為
の
内
容
に
関
す
る
場
合
と
同
様
に
、
法
律
行
為
の
帰
属
先
に
関

し
て
も
、
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
効
果
意
思
お
よ
び
そ
の
表
示
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
法
律
効
果
が
生
じ
る
と
い
う
意
思
表
示
の

原
則
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
理
解
で
あ
ぉ
。
も
う

一
つ
は
、
代
理
効
の
根
拠
は
代
理
権
に
あ
る
と
捉
え
た
上
で
、
顕
名
は

代
理
効
の
発
生
に
当
然
に
必
要
と
は
い
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
く
に
こ
れ
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
代
理
行
為
の
相
手
方
が
、
自
ら

の
他
方
当
事
者
と
な
る
者
は
誰
か
を
知
る
こ
と
に
利
害
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
相
手
方
の
利
害
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
、
と
い
う
理
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解
で
あ
犯
。

し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
法
の
検
討
の
結
果
、
こ
う
し
た
理
解
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
の
理
解
が
あ
り
う
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
れ
が
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
明
確
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
顕
名
主
義
の
意
義
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え

方
が
、
ド
イ
ツ
で
は
む
し
ろ
通
説
と
い
っ
て
よ
い
状
況
に
あ
っ
た
。
顕
名
主
義
の
意
義
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
と
い
う
理
解
は
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
す
で
に
こ
の
よ
う
な
理
解
を
提

唱
す
る
論
者
も
い
ぉ
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
理
解
が
あ
り
う
る
こ
と
が
ひ
ろ
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
顕
名
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
捉
え
方
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
が
、

わ
が
国
で
も
ひ
ろ
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
顕
名
主
義
の
意
義
に
関
す
る
考
察
は
、
純
粋
に
理
論

的
な
解
釈
論
の
次
元
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
く
、
顕
名
主
義
の
意
義
の
理
解
し
だ
い
で
、
代
理
を
め
ぐ
る
関
係
当
事
者
の
意
思
の
自
由

と
そ
の
制
約
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
な
る
か
が
定
ま
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
捉
え

方
が
あ
る
こ
と
も
ふ
ま
え
た
上
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
顕
名
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
改
め
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
残
さ
れ
た
課
題

以
上
、
わ
が
国
の
議
論
に
対
す
る
示
唆
を
得
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
も
っ
と
も
、
本
稿
に
残
さ
れ
た
課
題
も
数
多
く
残
っ
て

い
る
。

そ
の
最
も
大
き
な
も
の
は
、
頭
名
主
義
の
意
義
を
代
理
に
お
け
る
法
律
関
係
の
一
義
的
明
確
性
の
確
保
と
理
解
し
た
場
合
に
、
本
稿
が
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設
定
し
た
課
題
以
外
の
代
理
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
ぶ
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
次
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
、
法
律
効
果
の
帰
属
先
に
関
す
る
代
理
人
の
意
思
と
表
示
が

一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
が
代
理
人
の
真
の
意

思
ど
お
り
の
法
律
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
本
来
の
適
用
場
面

と
、
そ
の
逆
の
場
合
の
場
面
の
両
方
で
問
題
と
な
る
事
柄
で
あ
る
。
顕
名
主
義
の
意
義
や
民
法

一
〇
〇
条
本
文
の
趣
旨
を
相
手
方
の
保
護

の
み
と
捉
え
る
と
す
る
と
、
相
手
方
が
自
ら
こ
の
保
護
を
放
棄
し
て
、
代
理
人
の
真
の
意
思
ど
お
り
の
法
律
関
係
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を

容
認
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
顕
名
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
代
理
を
め
ぐ
る
法
律

関
係
の
明
確
性
の
確
保
と
い
う
観
点
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
相
手
方
か
ら
の
こ
う
し
た
容
認
も
ま
た
、
頭
名
の
有
無
に
よ
る
法
律
関
係
の

明
確
性
と
い
う
要
請
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
点
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
顕
名
主

義
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
関
わ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
は
、
顕
名
主
義
の
意
義
と
の
関
連
で

考
察
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

第
二
に
、
民
法

一
〇
〇
条
本
文
と
の
関
係
で
は
、
同
条
た
だ
し
書
の
理
解
が
問
題
と
な
る
。
同
条
た
だ
し
書
に
つ
い
て
は
、
同
条
本
文

の
趣
旨
を
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
と
捉
え
た
上
で
、
相
手
方
が
悪
意
ま
た
は
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
信
頼
は
保
護
に
値
し
な

い
と
し
て
、
代
理
人
の
真
の
意
思
ど
お
り
の
法
律
関
係
の
形
成
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
理
解
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
一
般
的
な
捉
え
方

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
が
悪
意
の
場
合
は
と
も
か
く
、
相
手
方
に
過
失
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
ま
で
同

条
た
だ
し
書
の
規
律
を
適
用
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
し
て
、
同
条
た
だ
し
書
は
、
顕
名
が
黙
示
で
も
よ
い
こ
と
を
注
意
的
に
規
定
し
た

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
ぉ
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
民
法

一
〇
〇
条
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本
文
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
信
頼
の
保
護
と
は
異
な
る
理
解
、　
つ
ま
り
、
代
理
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
の
明
確
性
を
確
保
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
代
理
制
度
の
信
用
の
維
持
を
は
か
る
も
の
と
い
う
理
解
が
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
理
解
に
よ
れ
ば
、
同
条
た

だ
し
書
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
か
も
、
考
察
を
要
す
る
課
題
で
あ
ぉ
。

川
島
武
宜

『民
法
総
則
』
（有
斐
閣
、　
一
九
六
五
年
）
三
六
四
頁
、
於
保
編

・
前
掲
注

（１
）
三
二
頁

〔濱
上
〕。

簡
潔
な
叙
述
で
あ
り
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
示
唆
し
て
い
る
と
み
う
る
も
の
と
し
て
、
於
保
不
二
雄

『民

法
総
則
講
義
』
（有
信
堂
、　
一
九
五

一
年
）
ニ
ニ
○
頁
。
ま
た
、
幾
代

・
前
掲
注

（２
）
三

一
三
頁
は
、
民
法

「
一
〇
〇
条
本
文
は
、
単
に
相
手
方
保
護
と

い
う
趣
旨
を
こ
え
、
行
為
を
客
観
的

・
画

一
的
に
性
格
づ
け
る
趣
旨
の
も
の
と
み
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
幾
代
は
こ
の
叙
述
に
つ
い
て
川

島

・
前
掲
注

（６‐
）
三
六
四
頁
の
参
照
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
記
叙
述
が
川
島
の
見
解
と
は
異
な
る
と
の
意
図
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
は
、
必

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。

鳩
山

・
前
掲
注

（１
）
二
五
八
頁
、
於
保

・
前
掲
注

（６２
）
〓
一
六
頁
、
我
妻

。
前
掲
注

（１
）
三
二
九
頁
　
二
四
二
頁
。

四
宮
＝
能
見

・
前
掲
注

（１
）
三

一
三
頁
、
広
渡
清
吾

「代
理
権
」
奥
田
昌
道
ほ
か
編

『民
法
学
１

《総
論
の
重
要
問
題
と

（有
斐
閣
、　
一
九
七
六
年
）

二
一
一
頁
、
二
一
九
頁
な
ど
。

佐
久
間
毅

「代
理
」
法
教
二
五
八
号
九
頁

（
二
〇

一
〇
年
）。

前
掲
注

（１３
）
を
参
照
。

民
法

一
〇
〇
条
た
だ
し
書
に
つ
い
て
論
じ
る
ご
く
近
時
の
も
の
と
し
て
、
佐
々
木
典
子

「顕
名
の
意
義
　
―
―
民
法

一
〇
〇
条
但
書
に
つ
い
て
―
―
」
同

志
社
法
学
六
五
巻
二
号

一
二
九
頁

（
二
〇

一
三
年
）
が
あ
る
。
同
論
文
は
、
本
稿
と
は
異
な
る
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
、
本
稿
が
検
討
し
た
問

題
に
つ
い
て
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

代理における顕名の意義 ―民法 100条本文を手がかりに一

67  66  65       64  63 62  61
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